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年度の 5.6%から平成 23年度の 7.1%へと増加を示している。
3 
表 2・2・1 平成 18～23年度の教員総数
H18 H19 H20 H21 H22 H23 
教授 26 (13) 25 (12) 24 (12) 24 (11) 26 (12) 27 (12) 
准教授 23 (5) 22 (5) 22 (6) 21 (6) 18 (5) 18 (4) 
（～H18助教授）
講師 2 (1) 2 (1) 2 (2) 2 (2) 2 (1) 2 (1) 
助教 22 (11) 23 (13) 21 (12) 22 (11) 24 (11) 23 (10) 
（～H18助手）
助手 ＼ ＼ ＼  。(0) 。(0) 。(0) 。(0) 。(0) 








攻 2006 2007 2008 2009 2010 2011 
教授 佐々木誠 一－一一一一一一一 一一・一一 ・ー一一一一 一一一・ーー －一一一一一－一砂
ー
生命構造化学 准教授 及川雅人 －－－・－－ ・－ - 一一・ー・ー砂 不破春彦 ←ー ・ー・ー ーーー－－－－－－一惨
・生 ー 助教 不破春彦 一一一一一一一一一 一－ －一一一一惨． ． 
ー ・命 教授 有本博一 一一一 ・ー・ー－一一－・一一一一ー一一一－・’・一一一－一一一ー・一一一 ー 一・一一一－一惨
有 分子情報化学 准教授 赤坂和昭 ー一一一一 一・一一一砂
機 ー・ 助教 許 述 』ー ー ー ー ー 一一一・ー・ー惨
情
．． 
報 教授 大島泰克 ー一一一歩 山口信次郎． ． 活性分子動態
科 助教 渡遁龍一 一一・－－・一歩 瀬戸義哉
. ． 井fl, 教授 村本光二 ー一一一一 ・一・一一一 ・ ．． ， ・－－ －－ ・， a・・－・一一一一，一 －一一一一一一惨
．．． 生命素子機能 准教授 小川智久 回・ ・・ ・・・- - －－ ・ー・・・ ・・ －－－－－ ・－－ ー－－－ ・－－－ －－ 一－－－一一砂
． 助教 永沼孝子 ー一一・一一 －－ ・ー－－ －－ －－ ・ー ー・ 4・・・唱・ 一・一一 ，一一 －一一 － －一惨
教授 山本和生 回・ ・・ ・・ ・・ ・・ 一一一 ・ー ー一一一－令
---
＼＼ ＼ ＼  
遺伝子
准教J受 布柴 達男 回・ ・・ ・・ ・・ ー・.一一一一 ・ー．ーー ・砂 ＼＼＼＼  ＼＼＼＼  ・』 － ー ． 
変異制御． ． 
．． 助教 雨員愛子 ドー ー ー・ー ー 一一一一惨 ＼＼＼＼  ＼＼＼＼  
単分子動態 教授 ＼＼＼＼  ＼＼＼＼  ＼＼＼＼  －－－－－－－－』 渡漫直樹 一一 ・一一一歩．．・－
生物学 ＼＼＼＼  ＼ ＼ ＼ ＼  ＼＼＼＼  ＼＼＼＼  遺 助教 木内 泰





』ー・ ーー ー・・ー－ －－ 一一一一 回・ ・・ ・・ ・ー・－－ 一一一一一 －－一一一惨
シ 遺伝子調節
命 助教 鳥居 暁 』ー・・ー－・－・ー ーー 一・－・ー・ー ー一一いードーー一・ーー一一一・ー －－－－ －一惨ス ．．．  
科
．． ．． 
助教 高崎親久 ヤー・ ・・ ・・‘・・ ・・ 一一一 ・一惨ア ． 
ι十ι・
ム 教授 水野健作 』ー ー ー・ー ー ー・ー ・－－ －－ －－ ー一一ーー・ーー一一一一 一・ー 一－－－一一惨
専－ ．学 情報伝達 准教授 大橋一正 一一 －一一惨孜 分子解析
』ー ー ー・ー ー -・-- - ー－－－－一一 一一 ・一一 一
助教 千葉秀平 一一一一一一歩
． －－．．－－－ 教授 草野友延 』ー ー ー・ー ー －－ ・－－－・－－ 回・ ・ー ー－ －－ －－ －－－ ・－－－ －－ 一一 －一一惨． 
． 分子応答制御 准教授 片岡博尚 』ー ー・ー ー ー ー－－－ ・－－－ 一一－ . 砂 高橋芳弘 ーー・一 一・争．  
・．
－ー 助教 高橋芳弘 』ー’・ーー－－－ー’・ー
・・ー・．．，．．．．，ー－一・，ー，・ーー－令 雨只愛子．． ． 一司
． 教授 清水 透 ドー ー・ー ー ー ー－ －－ ・ー・・・ 同 ー ー・ー ー -.一一一一 一－－－－一惨
生体機能
助教 黒河博文 ドー ー・ー ー ー 一一 ・一一砂
分子設計． 
助教 五十嵐城太郎 ドー ・ー・ーーー ー 一一一一 』ー・ー・ー ・ー・一一・ー・令
生
教授 古山種俊 －ー ー・‘ー・ー・‘ー 一一一 ・ー惨 高橋 回・ ・ー ・－－ －－ －－ 一一 －一一惨
体 生体機能
准教授 佐上 博 ・一一一 －一砂機
ドー・ー一ー ーーー 一一 ・ーい一一』・ー・ーー・ー・ 一一ー一一・一・ー
分子解析． 
能 助教 野池基義 一一・ー・一一 一一一一砂 鎌形清人
H・・， ．． ．  ．． ． ． 一一 －一一惨
分 教授 斎藤正男 一一一一一 一一 ・一一 』ー ー ー ー - - -・--－－－一一 ・ー惨
子 生体機能
講師 松井敏高 一一一・一一一・ー 一一一一一一．ドー ー ー ー ー 一一一 ・ーー 一一一一一惨
科 分子制御
悼十£， 助教 海野昌喜 一一一日一一一 一 一 一 一 ・f’
教授 石島秋彦 一一一ー一一 一一 ・一一一 一・一一一－一一一一一 一・一一・一砂
生体機能
助教 井上裕一 回・ ・・ ・・ ・・ ・・ 一一ー ・ー 一・一一ぃー・一一一・一一 一－－－－一砂
分子科学











攻 2006 2007 2008 2009 2010 2011 
教授 福田光則 一一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一 砂
膜輸送 准教授 彦 坂 幸 毅 一・一一一一一一 一一一一 一一 一 砂
機能解析 助教 田嶋玄一（兼） 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一 惨
助教 伊藤 敬 ー一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一惨
来日 教授 牟田 達 史 一一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一 惨
月包 細胞認識応答
助教 大場 誠 介 一－一一一一一一 一一一一一一 一一一一砂 丸 山 貴 司機
能 植物細胞壁機 教授 西谷和彦 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一 砂
構 能 講師 横山隆売 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一 惨
築 教授 両木 尚 ～～～～『』 ～～～～『』
統 多様化機構
准教授 山本博章 一一一一一一 一一一一一一 一一一 砂 ～～～～』 ～～～～』
御
民十4 発生 教授 ～～～～』 ～～～～』 ～～～～』 ～～～～』 杉本亜砂子 一 一惨
ダイナミクス 助教 ～～～～』 ～～～～』』 ～～～～『』 ～～～～『』 久保田幸彦ー一一一一 砂
器官形成 教授 井 出 宏 之 田村宏治 ーー － － － － － 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一惨
（～2006 准教授 田村宏治
器官創成） 助教 横山 一一一一一 －一一一一一一一 一一一一一一 一一一一－ . 砂
教授 山元大輔 一ー一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一 一一 一一一一一 惨
准教授 水波 誠 一一一一一一 一一一一一 令 小金津雅之 一一一一一一一 一一一一一 令
脳機能遺伝
助教 小金津雅之 一一一一一一 一一一一一 令 鳥羽岳太 一一一一一惨
目白
助教 雨貝 愛 子
機
能 教授 八尾 寛 一一一一一一ー トー--『ー ー ー ー 一一一一一一 一一一一一ー惨
角平
脳機能解析
講師 石塚 徹 ー一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 ー一一一一 砂
生 析 教授 飯 島 敏 夫 一一一一一一一 一一一一一 令 （兼）一一一一 一一一一一一 一一一一－ . 惨
命 構 脳情報処理 准教授 筒井健一郎ー一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一 惨




教授 仲 村 春 和 ー一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一 惨
井子江， 脳構築 准教授 船橋淳一（協） ー一一一・一一一 一一一一一一 一一一一ーー 一一一一一一 一一一一一 惨
専 助教 渡遺裕二 ー一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一 歩
攻 教授 加 藤 秀 生 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一ー一一一 ー一一一一 惨
海 発生生物学 准教授 経塚啓一郎ー一一一一一一 一一一一一一 一一一・一一一 一一一一一一 一一一一一 惨
洋 （～2006細胞 准教授 美濃川拓哉 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一 惨
生 シグナル機構） 助教 武田 哲
物 助教 倉石 -fl 
ρサ4 
海洋生態 教授 ～～～～』 占部城太郎（兼）トー一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一－ . 惨
行動学 助教 『～～～h 』 武田 哲 ~ · ・ー ・ー ー ー ー’ ー 一一一一一一 一一一一一一 一一一一－ . 砂
教授 佐竹正延 トー－ ー一 ー一 ー ー ー 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一 砂
分子免疫 准教授 千葉奈津子トーーー ー ー ー ー ー 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一砂
助教 河 府 和 義 』－ － － －ーー ー ー 一一一一一 令 見 俊亮 一一一一一一一 一一一一一 令




市リ 助教 東海林亙 一一一一一一ー 一一一一一 歩 岡 村 大 治 トー一一一一一一 一一一一－ . 砂
御 助教 前田郁麻 炉ー-・ー ー -E『『F 一一一一一一惨
~主r4 
教授 小椋利彦 トー－ー ー ー ー ー ，『 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一一 一一一一一 惨
神経機能制御
助教 木田泰之 一一一一一一 一一一 砂
助教 尾身 実 ←一一一一一砂 渡漫裕介 一一一一一一砂
助教 鈴 木 孝 幸 一一一一一一 一一一一一一 一一惨 宮坂恒太
遺伝子機能
教授 安井 明 ドーー－ －出 ー ー ー ー 一一一一一 争 ～～～～『』 ～～～～ー
教協 講師 両尾 雅 一砂 ～～～～ー ～～～～』
員力
遺伝子導入
教授 角井 俊 行 一一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一 砂











攻 2006 2007 2008 2009 2010 2011 
教授 津田雅孝 ‘ーーョーー，ーーーーーー・ーーーー一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一惨
遺伝情報動態 准教授 永田裕二 L 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一ー一一一 一一一一一 争
助教 大坪嘉行 』 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一 歩
教授 渡辺正夫 島一ー ー ー ー ー ー 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一 惨
環 植物生殖遺伝
准教授 菅野 明 』・－ － － － －ー ー
境
一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一 惨
遺 臨界環境 准教授 日出間純 トー一一一一一一 一一一一一ー 一一一一一 惨 ～～～～』 ＼～～』
伝 遺伝生態 助教 寺 西 美 佳 ~ ー ー ー ー－ --一一一一一一 一一一一一 砂 ～～～～』 ～～～～』
生 教授 南津 究 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一ー 一一 一一 歩
態 地圏共生
准教授 二井久幸 ~ －一 一ー ・ー ー ー ー 一一一一一 惨A子主4ー与 遺伝生態
一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一
助教 江 田 志 磨 ド一一一一一一 一一一一一一 一一一一一ー 一一一惨
教授 同橋秀幸 』ーー ー・ ・ー ー’ ー ー 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一 歩
宇宙環境
准教授 藤井伸治 』 一一一一一一 一一一一一一 一一一 惨
適応生態
一一ー一一一
助教 宮沢 豊 』ーー ー・ ・ー ー’ ・ー ー 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一 惨
教授 東谷篤志 』一一一一一一 一一一一・一一 一’一一一一一 一一一一一一 ー一一一一 歩
生 准教授 佐 藤 雅 志
』ーー ー ー ー ー ー 一一一一一一 一一一一ーー 一一一一ー一 一一一一一 争
ゲノム継承
態 システム
准教授 ＼～～』 ＼～＼  ＼～＼  ～～～～』 日出間純 』一一一一一 砂
、／ 助教 佐藤 孜 両浪タカ子 一一一一一一 一一一 一一一 一一 一一一一 一一一一一＿.，
ス 助教 ＼～～三 ＼～～』 ＼～～』 ～～～～h』 寺西美佳 一一一一一 惨
ア





准教授 牧 雅之 一一一一一一 -－・一一一一 一一一一一一 ー砂
命
化 助教 横山 潤 北野 潤 一一一一一一 惨 牧野能士
生
科 態 教授 中静 透
ー一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一 砂
ρ子4一 科
植物生態
准教授 酒井聡樹 一一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一 一歩
専 《ナ'-<. （～2009 助教 太田 広_.. 機能生態）
一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一ー 一一一一一 歩
攻
助教 黒）1 I 紘子 一一一一一 砂
教授 占部城太郎 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一 争
群集生態
准教授 千葉 一一一一一 争
（～2009 
マクロ生態学） 助教 鈴木 孝 男
一一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一 ’
助教 牧野 渡 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一ー 一一一一一 争
機能生態学 教授 ～～～～h』 ～～～～』』 ～～～～』 ～～～～『』 彦坂幸毅 ー一一一一一 砂
進造植 教授 鈴 木 三 男




助教 米倉浩司 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一ー 一一一一一 歩
学能構 助教 大 山 幹 成 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一ー 一一一一一 歩
学生地 教授 菊地永祐 一一一一一一 一一一一一一惨 占部城太郎（兼）
一一一一一一惨
地域生態
態域 准教授 鹿野秀一 一一一一一ー』 一一一一一 歩
客員教授 柴田大輔 一一一一一一ー 一一一一一 歩
生ゲ
ゲノム 客員教授 長瀬隆弘 一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一 ー砂態ノ
構造機能 客員教授 佐藤修正学ム 一一一一一一 惨






















































































得が可能となる「国際生命科学コース」、“InternationalCourse of Life Sciences 
(ICLS）”を平成 22年 10月、開設した。前期課程は、必修の Commonsubject Core 
A (Ethics) and Core B （専攻ごとの英語での概論）、選択の Specializedsubjects、








（ハ）生態適応 GCOE（平成 20～ 24年度）にて、国際的に活躍できる先端的研究者
だけでなく、環境問題を実践的に解決できる高度な専門家として生態環境人材
(PEM: Professional Ecosystem Manager）を育成するプログラムを実施している
（図 3-2-1）。国際フィールド実習、国際インターンシップ、環境実践マネージメ
ント講座他からなる「生態環境人材育成フOログラム」を創設し、 PEM資格の認



































従来通り、 3専攻合わせた定員は博士前期課程が 106名、博士後期課程が 47名で
ある。
3・5.志願者・入学者状況





の 106名を割り込み、 94名となっている。平成 13年度から 17年度までの 5年間に
前期課程の志願者数がむしろ微増の傾向にあったこととは、対照的な状況である。
これに対して後期課程の在籍院生数は、研究科創設後の 5年間は平均で 35名、平
成 18～ 23年度の 6年間については平均 30名であり、それぞれ充足率に換算すると
74%、63%となる。平成 18～ 23年度の各年度について後期課程在籍人数を比較する
と、平成 20、21年度がこの期間でもっとも少なく（それぞれ 23名、 25名）、その後
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図 3す 1 平成 18～23年度の研究科全体での志願者数と入学者数の変遷
14 
3・6.各専攻・分野における大学院生の総数





























































図 3サ 1 専攻・分野別の大学院生数推移
3・7.外国人留学生の総数
平成 18～ 23年度の外国人留学生在籍数を表 3-7・1に示した。研究科全体に占める
外国人留学生の割合は 3%台から 7%弱の間で変動している。平成 13～ 17年度の 5
年間についてみると、1年間に在籍した外国人留学生は博士前期課程で平均 3.4人、
後期課程で 8.8人であったのに対し、平成 18～ 23年度の 6年間では年間それぞれ 6.0
16 
人、 10.8人となり、前期課程での増加が目立っている。






分子 3(2) 1(0) 4(2) 1(1) 1 ( 1) 1 ( 1) 3(3) 
生命 。2(1) 2(1) 。。。。
H18 
生態 。1 (0) 1 (0) 1 ( 1) 。。1 (1) 
計 3(2) 4(1) 7(3) 2(2) 1(1) 1(1) 4(4) 
分子 2(1) 3(2) 5(3) 。1(1) 1(1) 2(2) 
生命 。。。 3(2) 。。3(2) 
H19 
生態 1 (1) 。1 (1) 3(1) 1 (1) 。4(2) 
計 3(2) 3(2) 6(4) 6(3) 2(2) 1(1) 9(6) 
分子 3(1) 2(1) 5(2) 2(2) 。1 (1) 3(3) 
生命 1 (1) 。1 (1) 1 (0) 3(2) 。4(2) 
H20 
生態 2(2) 1(1) 3(3) 2(2) 3(1) 1(1) 6(4) 
言十 6(4) 3(2) 9(6) 5(4) 6(3) 2(2) 13(9) 
分子 1 (1) 3(1) 4(2) 2(0) 1(1) 。3(1) 
生命 。1 (1) 1 (1) 1(0) 1 (0) 3(2) 5(2) 
H21 
生態 。2(2) 2(2) 。1 (1) 3(1) 4(2) 
計 1(1) 6(4) 7(5) 3(0) 3(2) 6(3) 12(5) 
分子 1 (1) 1(1) 2(2) 1(0) 1 (0) 2(1) 4(1) 
生命 1 (1) 1 (0) 2(1) 。1 (0) 2(0) 3(0) 
H22 
生態 。。。 2(0) 1(0) 3(2) 6(2) 
言十 2(2) 2(1) 4(3) 3(0) 3(0) 7(3) 13(3) 
分子 o I 1(1) I 1(1) 3(1) I 1 (o) I 3(1) 1 7(2) 
H23 
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生態 H n I H 1) 1 2C2) o I 1(1) 5(2) 
























H 1 4 H 1 5 H 1 6 H 1 7 H 1 8 H 1 9 H20 H 2 1 H22 H23 







H 1 5 H 1 6 H 1 7 H 1 8 H 1 9 H20 H 2 1 H22 H 2 3 
・・分子生命科学専攻 ・・生命機能科学専攻 ・・生態シス子ム生命科学専攻 司骨最終年次在籍者に対する学位取得割合





大学院生の学会発表件数のまとめを図 3-9-1に示す。平成 18～ 23年度の 6年間で




図 3-9-2は大学院生による論文執筆件数のまとめである。平成 18～ 23年の 6年間
のうち、1年当たりの発表件数がもっとも少なかったのは平成 21年度の 66件、最大









Le Phung博士（共に平成 21年）、エーゲ、大学 IsmailTur・kan博士（平成 23年）に
よる英語での集中講義を実施している（平成 24年にはボーンマス大学 Timothy
Etheridge博士による講義を実施）。







































2006 2007 2008 2009 2010 2011 
・分子生命科学専攻 ・生命機能科学専攻 ・生態システム生命科学専攻
論文執筆人数と院生総数との割合

























生命構造化学 圧司宗生 日本化学会第 86春季年会学生講演賞 2006年 5月




























遺伝情報動態 遠藤諒 東北大学総長賞 2007年 3月
情報伝達分子解
藤原佐知子 生命科学研究科長賞 2007年 3月
析
脳機能遺伝 佐藤千尋 生命科学研究科長賞 2007年 3月
生物多様性進化 吉野 生命科学研究科長賞 2007年 3月ヌじ
分子応答制御 山口公志 生命科学研究科長賞 2007年 3月
器官倉lj製 佐藤裕公 生命科学研究科長賞 2007年 3月
機能生態 森長真一 生命科学研究科長賞 2007年 3月
情報伝達分子解
太田裕作 青葉理学振興会賞 2007年 3月
析
分子情報化学 斎藤洋平 東北大学農学部長賞 2007年 3月
生物多様性進化 水野晃子 DSD Best Poster Prize 2007年 3月
生物多様性進化 吉野 日本生態学会ポスター賞優秀賞 2007年 3月ヌじ












































生体機能分子設計 北西健一 生物物理、及び機能ジェノミクス優秀ポスタ 2007年 6月
一賞（スロベニア）
脳機能解析 引間卓弥 2007 IBRO Travel Award 2007年 7月
脳機能遺伝 佐藤千尋 動物学会J1口基金海外渡航助成 2007年 7月
脳機能遺伝 佐藤千尋
The 3th Congress of the International Society 
2007年 7月
for Neuroethology, Travel award 
脳機能遺伝 渡遺英博
The 3th Congress of the International Society 
2007年 7月
for Neuroethology, Congress award 
脳機能遺伝 山方恒宏
The 81h Congress of the International Society 
2007年 7月






粛藤朝美 Microbes and Environments論文賞 2007年 9月
態
臨界環境遺伝生
中村憲太郎 日本放射線影響学会優秀発表賞 2007年 11月
態
分子応答制御 官官田 矢口佳 （財）斎藤報恩会平成 19年度学術研究助成 2007年 11月
脳機能遺伝 森康博 ノ＼ート大賞優秀賞 2007年 11月
脳機能遺伝 平島大介 ノ＼ート大賞優秀賞 2007年 11月
ゲノム継承システ
ム






押野健 日本植物学会東北支部会学術奨励賞 2007年 12月
ム
分子応答制御 舘田 矢口佳 植物学会東北支部口頭発表最優秀学術賞 2007年 12月
奈良先端科学技術大学院大学植物科学推進
分子応答制御 舘田 知佳 事業「植物タンパク質ネットワーク」研究フ。ロ 2008年 l月
ジェクト採択
遺伝子機能 笹尾繁 生命科学研究科長賞 2008年 3月
情報伝達分子解析 堀田祐司 生命科学研究科長賞 2008年 3月
22 
器官形成 薬師寺那由他 平成19年度青葉理学振興会黒田チカ賞 2008年 3月
脳機能遺伝 渡；皇英博 東北大学生命科学会長賞 2008年 3月
脳機能遺伝 渡遺英博 東北大学生命科学研究科長賞 2008年 3月
遺伝情報動態 宮崎亮 東北大学生命科学研究科長賞 2008年 3月
宇宙環境適応生態 北津大典 東北大学総長賞 2008年 3月
地域生態学 安野朔 日本生態学会ポスター賞優秀賞 2008年 3月
2008年度
分野 学生氏名 受賞内容 受賞年月









Best Poster Presentation Award for the 
多様化機構 川崎あきは
International Pigment Cell Conference and 
2008年 5月
International Melanoma Research 
Conference 2008 
器官形成 城所比奈子
Fellowship from the Joint Meeting of the 
2008年 9月
SFBD and the JSDB 
膜輸送機構解析 石橋弘太郎 優秀ポスター賞 2008年 9月
器官形成 薬師寺那由他 Fellowship from the EMBO Conference 2008年 10月
地域生態学 安 野 朔 日本陸水学会第 73回大会優秀ポスター賞 2008年 10月














遺伝子変異制御 今 井 勝 生命科学研究科長賞 2009年 3月
生命構造化学 海老根真琴 平成 20年度青葉理学振興会黒田チカ賞 2009年 3月
23 
情報伝達分子解析｜千葉秀平 総長賞 2009年 3月
膜輸送機構解析 ｜石橋弘太郎 ｜生命科学研究科長賞 2009年 3月
2009年度
分野 学生氏名 受賞内容 受賞年月
分子応答制御 舘 田 知 佳 日本学術振興会特別研究員 DC2 2009年 4月
分子応答制御 松田大樹 東北大学ノくイオサイエンスシンポジウム優秀研究賞 2009年 6月
脳機能遺伝 棲井晃
The 5th Daigoro Moriwaki Award of Japanese 
2009年 7月
Drosoph1la Research Conference 
Tohoku Neuroscience Young Scientist Oral 







辻 拓 史 日本生化学会大会優秀プレゼ、ンテーション賞 2009年 10月
析
分子応答制御 舘 田 知 佳 日本農芸化学会東北支部若手奨励賞 2009年 10月
宇宙環境適応生態 渡辺千秋 植物化学調節学会第 44回大会・ポスター賞 2009年 11月
分子応答制御 松 田 大 樹 財団法人斎藤報思会平成 21年度学術研究助成 2009年 ll月
脳機能解析 王紅霞 東北大学藤野先生記念奨励賞 2009年 12月
分子情報化学 斉藤洋平 生命科学研究科生命科学会会長賞 2010年 2月
生物多様性進化 山本沙代子 日本生態学会ポスター最優秀賞 2010年 3月
2010年度









細胞認識応答 大熊敦史 国際免疫学会トラベルアワード 2010年 8月
細胞認識応答 埴原文人 国際免疫学会トラベルアワード 2010年 8月
細胞認識応答 木村俊文 国際免疫学会トラベルアワード、 2010年 8月
24 
ISBDS2010 International Symposium 。刀
生命素子機能 渡辺瑞樹 Biodiversity "Genome, Evolution and 2010年 8月
E刀vironmθ刀tグ TravelAward 
宇宙環境適応生
渡漫千秋 日本宇宙生物科学会優秀発表賞 2010年 9月
態
ゲノム継承システ
根本華奈子 第24回日本宇宙生物科学会優秀発表賞 2010年 9月
ム
脳機能解析 江川遼
Federation of European Biochemical Societies 
2010年 9月
(FEBS) Youth Travel Fund (YTF) grants 










森脇哲平 日本植物学会東北支部会優秀発表賞 2010年 12月
態
植物細胞壁機能 本郷祥子 日本植物学会東北支部会ポスター賞 2010年 12月
4th East Asian Pacific Student Workshop on 
分子免疫 松浬綾子 Nano-Biomedical Engineering. Poster 2010年 12月
Presentation Award 
4th East Asian Pacific Student Workshop on 






The 1st Tohoku International Symposium 
膜輸送機構解析 小林穂品 on Multidisciplinary Neuroscience Poster 2011年 1月
award 
植物生殖遺伝 小田晋 生命科学会会長賞 2011年 2月
生命構造化学 伊 藤 千 秋 生命科学研究科生命科学会長賞 2011年 2月
膜輸送機構解析 小林穂高 生命科学会会長賞（H22年度） 2011年 2月
膜輸送機構解析 田村可南子 生命科学会会長賞（H22年度） 201 1年 2月
ゲノム継承システ
ム
森ちひろ 生命科学研究科博士論文優秀発表賞 201 1年 2月
器官形成 野村直生 生命科学研究科長賞 201 1年 3月
機能生態学 町野諭 日本生態学会優秀ポスター賞 2011年 3月
25 
情報伝達分子解
辻拓 史 青葉理学賞 2011年 3月
析
情報伝達分子解
；土拓史 生命科学研究科長賞 201 1年 3月
析
生物多様性進化 岩寄航 日本生態学会ポスター優秀賞 201 1年 3月
生物多様性進化 小野寺遼 日本生態学会ポスター優秀賞 2011年 3月
地圏共生遺伝生
増田幸子 黒田チカ賞 201 1年 3月
態
地圏共生遺伝生
増田幸子 研究科長賞 2011年 3月
態
地圏共生遺伝生
按田瑞恵 研究科長賞 2011年 3月
態
脳情報処理 小山佳 生命科学研究科長賞 201 1年 3月
生体機能分子設
北西健一 東北大学総長賞 201 1年 3月
計
生体機能分子設
北西健一 東北大学理学振興賞 201 1年 3月
計
生体機能分子設
北西健一 東北大学生命科学会長賞 201 1年 3月
計
2011年度
分野 学生氏名 受賞内容 受賞年月
植物生殖遺伝 森 本 優 平成 23年度笹川科学研究助成 201 1年 4月
1st International Conference on Fish 
群集生態 コ浦彩 201 1年 6月





脳構築 鈴木歩 優秀ポスター賞受賞 2011年 10月
脳機能解析 j且蚕 東北大学藤野先生記念奨励賞 2011年 10月
宇宙環境適応生






生命構造化学 ぷ~.. 己主ョハ，主 快b！ヰ~－日+- 生命科学会長賞 2012年 3月
ゲノム継承システ
津長雄太 生命科学会会長賞 2012年 2月
ム
26 
膜輸送機構解析 石橋弘太郎 生命科学会会長賞 2012年 2月





植物細胞壁機能 本郷祥子 平成 23年度生命科学会会長賞 2012年 2月
Best Poster Award Joint Meeting of the 59th 
生物多様性進化 王手智史 Annual Meeting of ESJ and the 5th EAFES 2012年 3月
International Congress 
機能生態学 町野諭




EAFES5 ESJ59 Poster Award（第 5回東アジ
2012年 3月
ア生態学会連合大会ポスター賞）
Excellent Poster Award Joint Meeting of the 
植物生態 小黒芳生 59th Annual Meeting of ESJ and the 5th 2012年 3月
EAFES International Congress 
Excellent Poster Award Joint Meeting of the 
植物生態 小野寺洋史 59th Annual Meeting of ESJ and the 5th 2012年 3月
EAFES International Congress 
Excellent Poster Award Joint Meeting of the 
植物生態 柴田嶺 59th Annual Meeting of ESJ and the 5th 2012年 3月
EAFES International Congress 
Excellent Poster Award Joint Meeting of the 
植物生態 松橋彩衣子 59th Annual Meeting of ESJ and the 5th 2012年 3月
EAFES International Congress 
ゲノム継承システ
Studend award for the best poster presentation 




安彦日和 生命科学研究科長賞 2012年 3月
析
生命構造化学 能登健吉 生命科学研究科長賞 2012年 3月
ゲノム継承システ
ム
津長雄太 生命科学研究科長賞 2012年 3月
植物生態 片側正紀 生命科学研究科長賞 2012年 3月
膜輸送機構解析 石橋弘太郎 生命科学研究科長賞 2012年 3月
膜輸送機構解析 石橋弘太郎 青葉理学振興会・振興会賞 2012年 3月
宇宙環境適応生
渡i豊千秋 青葉理学振興会黒田チカ賞 2012年 3月
有邑
27 
脳機能遺伝 樫 井 晃 東北大学生命科学会会長賞 2012年 3月
宇宙環境適応生




















H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 
































民間企業 大学 研究機関 ポスドク 未定
全 体 % 30% 19% 11 % 11 % 30% 
圏内 5 4 2 9 8 
外国 2 
H20年度
小計 5 4 2 11 8 
（%） 17% 13% 7% 37% 27% 
圏内 4 4 3 3 6 
外国
H21年度
小計 4 4 3 4 6 
（%） 19% 19% 14% 19% 29% 
圏内 8 3 3 3 4 
外国 5 
H22年度
小計 8 3 3 8 4 
（%） 31弘 12% 12% 31% 15% 
圏内 3 2 10 4 
外国 3 
H23年度
小計 3 2 2 13 5 















図 3・11・1は平成 18～ 23年度の学術振興会特別研究員の受入実績である。年々増
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研究科が推薦 し、 全学レベルで調整の上、決定されている。平成 19年度からは研究
科独自に研究科長裁量経費に基づく支援制度を開始した。TA,RA経費によるサポー
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評価される項目 4 ：「グローバル 30」への採択により、海外留学生の受入体制を
強化できた。特に、英語による講義で全修了単位が取得できるシステム、


































































クトファクター（IF）は3.2から 5.2と非常に高くなっている（図 4・3・1）。平成 18～ 23
年度の IF平均は 4.11であり 、これは平成 13～ 17年度の 5年間の平均、3.21と比較
して顕著な上昇といえる。とくに、最近の 2年間の IFはそれぞれ 5.2、4.5であり 、
発表論文の質が急速に高まっていることを意味している。実際この問、本研究科の教









I S I掲載とその IF 
H19 H20 H21 H22 
論文数 ISI掲載紙 IF平均


















































































分 生 生 分生生 分生生
子 命 態 子命態 子命態
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平成 18～ 23年度の科学研究費補助金獲得状況を図 4-5-1～図 4-5-3にまとめた。




















































O r J 周回開ー 「
平成18年度平成19年度平成20年度平成21年度平成22年度平成23年度


































































































































































H13 H14 H15 H16 Hl 7 HlS H19 H20 H21 H22 H23 
図 4・5・6 外部資金獲得の年次推移
51 
表 4-5-1 平成 18～23年度に受入のあった大型研究費
平成 18年度





十川 和博 基盤研究（B) 
生細胞でのVB C複合体の FLIM 
FRE Tによる可視化
片岡博尚 特定領域研究








山 元 大 輔 特別推進研究
ショウジョウパエfru遺伝子による脳神
経系と行動の性決定機構に関する研究


















千 葉 聡 基盤研究（A) 多様性爆発の生物学的メカニズム
その他の 独立行政法人水 現場即応型貝毒検出技術と安全な貝毒






























高橋 秀幸 宙フォー ラム公 機能とネ ット ワーク機構 18,669 
募地上研究
新技術 ・新分野創 植物の生長を統御する根の水分屈性と






占部城太郎 環境省 生態系の脆弱性評価システムの構築に 37,000 
関する研究
平成 19年度




























































千 葉 聡 基盤研究（A) 多様性爆発の生物学的メカニズム 9,360 
その他の 標的神経回路選択的な光学的神経活動
研究リソース開


























































































7.kr.皮誠 （株）村田製作所 日臭覚信号コーディングの研究 8,670 
光を用いた脳への情報入力を可能にす
脳科学研究推進







































































































日出問 純 戦略研究イニシ 分子機構解明に関する研究 33,000 
アティブ





南津究 ノムプロジェク 解明 23,000 
ト
平成 22年度

































山 元 大 輔 特別推進研究 神経系と行動の性決定機構に関する研 73,190 
ワア相し
カテゴリ形成と推論的思考の脳内機序




永 田 裕 二 基盤研究（B) 境中での細菌の機能進化を司る分子基 12,090 
盤の解明
受粉反応時に「ゲノム障壁j を誘起す







































八 尾 寛 8,120 
進事業 の動的情報変換の解明
保健医療分野にお 遺伝子導入による視覚再建研究








渡辺正夫 科学技術振興機構 未来の科学者養成講座 12,100 
原子力基礎基盤戦 植物における量子ビーム誘発突然変異



























山口 基盤研究（B) 10,400 
能の解析
上皮管腔形成過程における細胞動態と
大 橋 一 正 新学術領域研究 機能分子動態の 3次元イメージング解 23,010 
析
リソソーム関連オルガネラの細胞内動











山 元 大 輔 基盤研究（ s) 
とfru神経回路の解明
44,200 





筒井健一郎 若手研究（ s) 19,110 
の研究

































杉本亜砂子 究開発支援フOログ の時空間的制御メカニズ、ム 85,670 
ラム
戦略的創造研究推 中枢神経系局所回路の状態遷移として
八 尾 寛 8,000 
進事業 の動的情報変換の解明
最先端・次世代研 形態再生幹細胞創出のための分子基盤





渡辺正夫 科学技術振興機構 未来の科学者養成講座 12,100 
原子力基礎基盤戦 植物における量子ビーム誘発突然変異

























表 4サ 1 教員受賞一覧





















































生物多様性進化 牧 雅 之
日本植物分類学会 日本植物分類学会論文賞
(2008年 3月 22日）
機能生態 中 静 透 内閣府みどりの学術賞（2007年 4月 27日）
機能生態 彦坂幸毅
（社）日本植物学会 Journal of Plant Research 











2009 生命構造化学 不破 春彦





J. Plant Research ‘Most-Cited Paper award' 
分子応答制御 草野 友延
Kusano T, Yamaguchi K, Berberich T & 
2010 
Takahashi Y (2007) Advances in polyamine 
research in 2007 J Plant Res 120:345-350 
J. Plant Research官fost-CitedPaper award' 
分子応答制御 高橋 芳弘
Kusano T, Yamaguchi K, Berberich T & 
Takahashi Y (2007) Advances in polyamine 







日本遺伝学会 日本遺伝学会第 82回大会 Best
植物生殖遺伝 渡辺 正夫
Papers賞（2011年 1月）
日本学術振興会 第 7回（平成 22年度）日本学術
植物生殖遺伝 渡辺 正夫
振興会賞（2011年 3月 3日）
宇宙環境適応生 日本植物学会 日本植物学会賞 奨励賞（2010年
宮沢 丘E主"-
肯i三 9月）
植物生態 中 静 透 日本生態学会賞（2011年 3月）
文部科学省 干－成23年度文部科学大臣表彰若手科
























表 4千 1 特許一覧





及川 雅 人 マイクロアレイとその製造方法、並びにマイクロア
H19 生命構造化学














ゲノム継承システム 渡遺正 夫 雄性不稔回復剤（特願 2009-002354) （オースト
阪田忠 ラリア・ヨーロッパにも出願）
筒井健一郎 視覚刺激装置（特願 2009-108637)
脳情報処理 筒井健一郎 車両用注意喚起装置（特願 2009-232477)
筒井健一郎 車両用運転支援装置（特願 2010-211329)
H22 
脳機能解析 八尾寛 光照射装置及び顕微鏡（特願 2010-265375)
生命構造化学
不破春彦 抗がん作用を有するマクロライド化合物








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































State recognises importance of biological resources 
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表 5・5圃 1 委員の委嘱等を受けた事例一覧
平成 18年度
氏 名 団 体
1 福田光則 （独）理化学研究所





































件名 開始期間 ～ 終了期間
福田独立主幹研
究ユニット 1虫 HI8.4.1 ～ Hl9.3.31 
立主幹研究員
学術調査官 H18.4.1 ～ H19.7.31 
理事 HIS.4.17 ～ H19.3.31 
理事 HIS.4.17 ～ H19.3.31 
理事 HIS.4.17 ～ H19.3.31 
理事 HIS.4.17 ～ H19.3.31 
理事長 HIS.4.17 ～ H19.3.31 
事務 HIS.4.17 ～ H19.3.31 
理事 HIS.4.17 ～ H19.3.31 
共同研究員 ～ H19.3.31 
低線量放射線が
ん遺伝子影響実
HIS.4.25 ～ H19.3.31 
験調査委員会委
員











16 佐藤雅志 文化研究機構総合地球環境 客員助教授 H18.4.1 ～ H19.3.31 
学研究所
17 渡辺正夫 （独）理化学研究所 演者 H18.5.28 ～ H18.5.29 
18 中静 透 （財）日本自然保護協会 評議員 ～ H20.4.9 
（財）環境科学技術研究所
植物炭素移行検
19 高橋秀幸 ～ H19.3.31 
討分科会委員









22 H18.6.5 H19.3.31 
委員会委員










25 ～ H19.3.31 
認会議委員
モニタリングサ
イト 10 0 0 
26 中静透 （財）自然環境研究センター ～ H19.3.31 
ワーキング・グノレ
ープ委員
27 寺西 美 佳 宮城県 講師 H18.8.8 ～ H18.8.8 
28 中 静 透 （財）こしじ水と緑の会 理事 ～ H19.3.31 
29 占部城太郎 日本学術会議 連携会員 H18.4.24 ～ H19.3.31 
30 中 静 透 日本学術会議 連携会員 H18.4.24 ～ H19.3.31 
31 山元大輔 信州大学大学院医学研究科 非常勤講師 H18.5.1 ～ H18.9.30 
大学設置・学校法
32 中 静 透 文部科学省 人審議会専門委 H18.5.19 ～ H19.3.31 
員











36 鈴 木孝男 福島県立相馬高等学校 講師 H18.5.27 ～ H18.5.27 
74 
科学研究費委員
37 山本博章 日本学術振興会 会学術倉lj成部会 HlS.7.18 ～ HlS.7.18 
評価協力者
38 小川智久 環境科学研究科 講義 HlS.6.5 ～ HlS.6.5 
井出宏之 日本学術振興会
国際事業委員会
39 HlS.5.15 ～ H19.3.31 
書面評価員




HlS.6.14 ～ HlS.6.27 
中静 透 （財）国際科学技術財団
日本国際賞審査
42 HlS.6.15 ～ H19.6.14 
委員会審査委員
自然環境保全基
43 中静 透 環境省 礎調査検討会検 ～ H19.3.31 
討委員
遺伝子組換え生
44 津田雅孝 （独）製品評価技術基盤機構 物等の検出技術 ～ H19.3.31 
険討委員会委員
45 彦坂幸毅 （独）日本学術振興会 講師 HlS.6.28 ～ HlS.6.28 
特別研究員等審
46 河田 雅圭 （独）日本学術振興会
査会専門委員及












48 福田 光則 H18.8.1 ～ H19.7.31 
び国際事業委員
会書面審査員
49 田村宏治 日本先天異常学会 講師 HlS.6.29 ～ H18.6.29 
50 太田 乏rムーJ， 東北大学生活共同組合 理事 許可日 ～ H19.5.22 
地球惑星科学委
員会国際対応分






HlS.7.14 ～ HlS.7.14 
総合研究大学院大学生命科 博士論文審査委
53 山本博章 H18.8.28 ～ H18.8.28 
学研究科 貝
75 
54 中静 透 （独）日本学術振興会
同際事業委員会









56 中静 透 HlS.9.1 ～ H19.8.31 
ンター 類生態研究委員
会委員
57 高橋秀幸 真室川町立及位中学校 講師 HlS.8.7 ～ HlS.8.9 
58 宮沢豊 真室川町立及位中学校 講師 HlS.8.7 ～ HlS.8.9 
59 鈴木孝男 仙台市科学館 二次審査員 HlS.9.27 ～ HlS.9.27 
60 福田 光則 花王（株） 講師 HlS.10.13 ～ HlS.10.13 
61 八尾寛
自然科学研究機構生理学
非常勤講師 HlS.9.15 ～ HlS.9.15 
研究所
62 中静 透 日本学術会議 連携会員 許可日 ～ H20.9.30 





講師 HlS.9.7 ～ HlS.9.7 
65 西谷和彦 東京大学理学部 非常勤講師 HlS.10.1 ～ H19.3.31 
中静 透 奈良女子大学
外部評価委員会
66 HlS.10.1 ～ H19.3.31 
委員
地球観測推進委
67 中 静 透 環境防災総合政策研究機構 員会（温暖化分 許可日 ～ H19.3.31 
里子）委員
68 横山 隆亮 （独）日本学術振興会 演者 HlS.9.13 ～ HlS.9.13 




許可日 ～ H19.3.9 
然環境事務所
調査研究員
71 酒井聡樹 国立情報学研究所 講師 HlS.10.12 ～ HlS.11.9 
























76 HlS.10.1 ～ H20.9.30 
議会専門員




HlS.12.7 ～ HlS.12.7 
79 福田 光則 太陽紫外線防御研究委員会 講師 H19.3.16 ～ H19.3.16 
80 中 静 透 （財）自然環境研究センター 評議員 許可日 ～ H20.9.26 
81 横 山潤 本学植物園 講師 HlS.11.18 ～ HlS.11.18 
82 山元 大 輔 （独）農業生物資源研究所 討議者 HlS.11.1 ～ HlS.11.18 
83 南津究 神戸大学農学部 講演講師 HlS.11.1 ～ HlS.11.1 
大学共同利用機関法人人間
84 中 静 透 文化研究機構総合地球環境 共同研究員 許可日 ～ H19.3.31 
学研究所




非常勤講師 HlS.11.30 ～ HlS.11.30 
87 有本博一 （独）日本学術振興会
科学研究費委員




H19.1.1 ～ H19.12.31 
会専門委員
89 西谷 和 彦 （独）日本学術振興会
科学研究費委員








H19.1.1 ～ H19.12.31 
会専門委員
92 山元 大 輔 （独）日本学術振興会
科学研究費委員




93 田村宏治 H19.1.1 ～ H19.12.31 
会専門委員
77 
94 日出間 純 （独）日本学術振興会
科学研究費委員
Hl9.l.l ～ Hl9.12.31 
会専門委員
95 岡谷和彦 （独）農業生物資源研究所 討議者 HlS.12.9 ～ HlS.12.10 
96 八尾 寛 東邦大学大学院薬学研究科 非常勤講師 HlS.11.2 ～ HlS.11.2 
97 南津究 （独）農業生物資源研究所 討議者 HlS.11.15 ～ HlS.11.15 




Hl9.4.l ～ H21.3.31 
平成 18年度有
害紫外線モニタ
100 日出間 来世 （独）国立環境研究所 HlS.12.8 ～ HlS.12.8 
リングネットワ
ーク関係者会議
101 占部城太郎 日本学術会議 委員 HlS.11.1 ～ H20.9.30 
102 津田 雅孝 高知大学 セミナー講師 HlS.12.l ～ HlS.12.1 
103 南津究 大阪大学 研究指導 HlS.11.1 ～ Hl9.8.31 
104 日間間 赤塩 仙台市．立吉成小学校 出前授業講師 HlS.12.l ～ HlS.12.l 
小笠原世界自然
105 千葉聡 株式会社プレック研究所 遺産候補地科学 HlS.11.29 ～ Hl9.3.30 
委員会委員
106 美濃川 拓哉 筑波大学 セミナー講師 HlS.12.20 ～ HlS.12.20 
107 酒井聡樹 京都大学霊長類研究所 非常勤講師 Hl9.4.l ～ H20.3.31 
108 日出間 市古 （独）農業環境技術研究所 演者 Hl9.3.8 ～ Hl9.3.10 
109 渡辺 正夫 文部科学省
科学技術・学術審
Hl9.2.l ～ H20.l.31 
議会専門委員
llO 山元大輔 上智学院 非常勤講師 Hl9.4.l ～ Hl9.9.30 
中 静 透 環境省
中央環境審議会 環境省決済
lll ～ H21.l.5 
臨時委員 日
東北地忘環境事
l12 中 静 透 環境省 務所 許可日 ～ Hl9.3.31 
調査研究検討員
l13 中 静 透 （独）森林総合研究所 評価委員 許可日 ～ H20.3.31 
中 静 透
北海道大学大学院環境科学 助教審査委員会
l14 Hl9.2.22 ～ Hl9.2.22 
院 委員
l15 大島泰克 （株） ~菱総合研究所 検討会委員 Hl9.2.l ～ Hl9.3.31 
l16 南津究 （株） ジナリス 技術顧問 Hl9.4.l ～ H21.3.31 
l17 横山 i閏 上智大学 非常勤講師 Hl9.2.25 ～ Hl9.3.l 
l18 横山 ；閏 仙台市
仙台市環境影響
評価審査会委員
Hl9.2.9 ～ Hl9.3.31 
l19 中 静 透
金沢大学 21世紀 COEプロ
グラム
外部評価委員 Hl9.3.14 ～ Hl9.3.14 
78 
120 村本光J 東北生活文化大学 非常勤講師 H19.9.19 ～ H20.3.31 
環境生活部 白










123 渡辺正夫 東京大学理学部 非常勤講師 H19.4.1 ～ H19.9.30 
名古屋大学大学院理学研究 博士学位審査委
124 有本博一 H19.2.23 ～ H19.2.23 
科 員会委員





客員教授 H19.4.l ～ H20.3.31 
127 八尾寛 山形大学医学部 非常勤講師 H19.4.6 ～ H20.3.31 
128 中静透 熊本大学 非常勤講師 H19.4.9 ～ H20.3.31 
129 高橋秀幸 山形大学理学部 非常勤講師 H19.4.9 ～ H19.9.30 
130 南i宰究 豊橋技術科学大学 講演講師 H19.3.12 ～ H19.3.12 
131 山元大輔 東京農工大学農学府・農学部 非常勤講師 H19.4.l ～ H19.9.30 
132 有本博一 内閣府 出席者 H19.3.7 ～ H19.3.7 
133 村本光二 不二たん白質研究振興財団 選考委員 H19.4.l ～ H21.3.31 
134 太山宏 仙台電波工業高等専門学校 非常勤講師 H19.4.5 ～ H20.3.19 
135 永田裕二 東京大学農学部 非常勤講師 H19.4.l ～ H19.9.30 
136 仲村春和 福井大学 非常勤講師 H19.4.10 ～ H20.3.31 
137 太田 宏 宮城工業高等専門学校 非常勤講師 H19.4.1 ～ H20.3.31 
138 倉石立 宮城教育大学 非常勤講師 H19.4.9 ～ H20.3.31 
139 十）｜｜ 手叶専 相馬看護学校 非常勤講師 H19.4.2 ～ H20.3.31 
仲村春和 （独）理化学研究所
レビュー委員会
140 H19.5.1 ～ H20.3.31 
委員
141 高崎親久 中日馬看護学校 非常勤講師 H19.4.2 ～ H20.3.31 
142 武田 哲 宮城教育大学 非常勤講師 H19.4.9 ～ H20.3.31 
143 山本博章 （独）理化学研究所 客員研究員 H19.4.1 ～ H20.3.31 
大学共同利用機関法人人間
144 中静透 文化研究機構総合地球環境 共同研究員 H19.4.1 ～ H20.3.31 
学研究所
大学共同利用機関法人人間









理事 H19.4.1 ～ H20.3.31 
（財）東北大学浅虫海洋生物
理事148 美濃川 拓哉 H19.4.1 ～ H20.3.31 
学研究センター後援会
（財）東北大学浅虫海洋生物
理事149 武田 哲 H19.4.1 ～ H20.3.31 
学研究センター後援会
（財）東北大学浅虫海洋生物






理事 H19.4.1 ～ H20.3.31 
（財）東北大学浅虫海洋生物
事務152 佐竹光一 H19.4.1 ～ H20.3.31 
学研究センター後援会
平成 19年度
氏 名 団 体 件 名 開始期間 ～ 終了期間
1 筒井 健一郎 筑波大学 非常勤講師 H19.4.16 ～ H19.7.31 
達史 文部科学省
科学技術政策研究
2 牟田 許可日 ～ H20.3.31 
所専門調査員
3 占部城太郎 日本学術会議 連携会員 H19.4.20 ～ H20.9.30 
4 中静 透 （社）日本森林技術協会 検討委員会委員 H19.5.10 H19.7.2 
脳科学総合研究セ










（森林7 ト10 0 0 許可日 ～ H20.3.31 
ンター
調査）検討委員
8 西谷和彦 （社）日本植物学会 理事 H19.l.1 ～ H20.12.31 
（独）宇宙航空開発研 宇宙環境利用科学






















参画 許可日 ～ H20.3.31 
環境防災総合政策研究
地球観測推進委員








17 山本和生 遺伝チ影響実験調 許可日 ～ H20.3.31 
所
査委員会委員
18 仲村春和 （独）日本学術振興会 評価協力者 Hl9.7.4 ～ Hl9.7.4 
（独）宇宙航空開発研 プロジェクト共同
19 高橋秀幸 Hl9.4.l ～ H20.3.31 
究機構 研究員
（独）宇宙航空開発研 プロジェクト共同
20 西谷和彦 Hl9.4.l ～ H20.3.31 
究機構 研究員
（独）宇宙航空開発研 プロジェクト共同
21 東谷篤志 Hl9.4.l ～ H20.3.31 
究機構 研究員
（独）宇宙航空開発研 プロジェクト共同




23 小）I [ 講師 Hl9.9.25 ～ Hl9.9.25 
一





等の検出技術検討 許可日 ～ H20.3.31 
委員会委員
26 飯島敏夫 東北大学出版会 評議員 Hl9.5.14 ～ H20.3.31 
中静 透
青森県深浦町立岩崎中
演者27 Hl9.6.18 ～ Hl9.6.18 
学校
28 中静 透 文部科学省
大学設置・学校法人
審議会専門委員




Hl9.5.21 ～ H20.3.31 
（独）科学技術振興機 GBIF技術専門委員








非常勤講師 H19.7.13 ～ H19.7.13 
研究科
統合的沿岸・流域・
33 中 静 透 沖縄県 森林に関する研究 H19.6.22 ～ H20.3.31 
推進委員会委員
一般国道 10 8号
34 鈴木孝男 宮城県 花説lj山バイパス環 H19.6.1 ～ H21.5.31 
境対策委員会委員
学生相談インテー
35 布柴達男 日本学生支援機構 カーセミナー協力 許可日 ～ H20.3.31 
者会議委員
36 永 田 裕 二 長浜バイオ大学 講師 H19.7.4 ～ H19.7.4 
37 牧雅之 宮城教育大学 非常勤講師 H19.6.13 ～ H20.3.31 
38 布柴達男 宮城教育大学 非常勤講師 H19.6.5 ～ H20.3.31 




H19.8.1 ～ H21.7.31 











H19.8.1 ～ H20.7.31 
審査員
特別研究員等審査
44 福田 光則 （独）日本学術振興会
会専門委員及び国











46 高橋 秀幸 （独）日本学術振興会
会専門委員及び国
H19.8.1 ～ H20.7.31 
際事業委員会書面
審査員
47 高橋 秀 幸
（財）日本宇宙フォーラ
演者 H19.8.7 ～ H19.8.7 
ム
48 ノト）｜ 智久 環境科学研究科 講義 H19.7.10 ～ H19.7.10 
東北地方環境事務









講師 H19.7.19 ～ H19.7.19 
52 中静 透 福島市教育委員会 講師 H19.8.13 ～ H19.8.13 
53 南津究 立命館大学 博士学位審査委員 H19.8.2 ～ H19.8.2 
54 山本 博 章 福島市教育委員会 講師 H19.8.14 ～ H19.8.14 
55 高橋 秀幸 真室川町立及位中学校 講師 H19.8.8 ～ H19.8.10 
56 宮沢豊 真室川町立及位中学校 講師 H19.8.8 ～ H19.8.10 
57 鈴木孝男 宮城県 出席者 H19.8.10 ～ H19.8.10 
58 日出間 品世 岐阜大学 非常勤講師 H19.10.1 ～ H20.3.31 
59 田村 宏 治 向治医科大学 非常勤講師 H19.10.26 ～ H19.10.26 
仙台市地域保健・保
60 大島 泰克 仙台市 健所運営協議会委 H19.9.1 ～ H20.3.31 
員
61 有本博一 エーザイ（株） 演者 H19.9.2 ～ H19.9.2 




非常勤講師 H19.10.1 ～ H20.3.31 
（財）ダ、ム水源地環境整
水源地生態研究会




65 山元 大輔 ウジョウバエ遺伝資源 専門委員 H19.9.1 ～ H20.3.31 
センター
66 高橋秀幸 岩手大学 非常勤講師 H19.10.1 ～ H20.3.31 
67 寺西 美 佳
宮城県仙台向山高等学
校
講師 H19.10.27 ～ H19.10.27 
68 酒井聡樹 国立情報学研究所 講師 許可日 ～ H19.ll.8 
83 
69 大島 泰克 内閣府
食品安全委員会専





講師 H19.9.14 ～ H19.9.14 
大阪大学生物工学国際
71 南津 究 講演講師 H19.9.14 ～ HlS.9.14 
交流センター
72 千葉 聡 岩手県立福岡高等学校 講師 H19.10.24 ～ H19.10.24 
73 渡辺 正夫
佐賀大学総合分析実験
講師 H19.9.25 ～ H19.9.25 
センター
74 中 静 透 （独）森林総合研究所 助言 H19.10.19 H19.10.19 
75 山元大輔 日本性科学会 講師 H19.ll.11 ～ H19.ll.11 
76 酒井聡樹 理学研究科 講師 H19.ll.7 ～ H19.ll.7 
77 田村宏治 日本形成外科学会 講師 H19.10.11 ～ H19.10.11 
78 千葉聡 山形大学 講師 H19.10.26 ～ H19.10.26 
79 南津究 石巻専修大学 非常勤講師 H19.12.14 ～ H19.12.14 
中静 透 環境省
地球温暖化影響・適
80 H19.10.16 ～ H20.3.31 
応研究委員会委員
81 牟田 達史 福島県立医科大学 非常勤講師 H19.ll.1 ～ H20.3.31 
中静 透
東京大学大学院農学生 博士学位審査協力
82 H19.10.23 ～ H19.10.23 
命科学研究科 者
83 中静透 （社）日本森林技術協会 専門委員 H19.11.10 H20.3.31 
鈴木孝男
相馬市立中村第二小学









H20. l.1 ～ H20.12.31 
中 静 透 （独）日本学術振興会
科学研究費委員会





H20.l.1 ～ H20.12.31 
南津究
科学研究費委員会
89 （独）日本学術振興会 H20.l.1 ～ H20.12.31 
専門委員
90 八尾 寛 （独）日本学術振興会
科学研究費委員会
専門委員
H20.l.1 ～ H20.12.31 
91 山元 大輔 （独）日本学術振興会
科学研究費委員会
H20.l.1 ～ H20.12.31 
専門委員
科学研究費委員会










客員研究員 H19.9.7 ～ H20.3.31 
95 及川 雅人 日本学術振興会
科学研究費委員会
H20.1.1 ～ H20.12.31 
専門委員
平成 19年度有害紫
96 日出間 品世 （独）国立環境研究所
外線モニタリング






非常勤講師 H19.12.21 ～ H19.12.21 
98 占部城太郎
パシフィックコンサノレ






講師 H19.12.14 ～ H19.12.14 
宮城県仙台第二高等学 仙台二高「一日大
100 布柴達男 H19.12.13 ～ H19.12.13 
校 学」講師



















演者 H19.11.30 ～ H19.ll.30 
106 田村宏治 東爪慈恵会医科大学 非常勤講師 H19.12.21 ～ H19.12.21 
鈴木孝男
むつ市海と森ふれあい
演者107 H19.12.9 ～ H19.12.9 
体験館
108 布柴達男 日本学生支援機構 パネリスト H19.12.18 ～ H19.12.18 
科学技術・学術審議





















113 中 静 透
（財）自然環境研究セ









115 H20.1.22 ～ H20.1.22 
員





許可日 ～ H21.3.31 
調査検討会委員
118 占部城太郎 日本学術会議 委員 H20.1.10 ～ H20.9.30 
119 出村宏治 日本発生生物学会 運営委員 H19.1.1 ～ H20.12.31 
120 中静透 （独）森林総合研究所 評価委員 H20.1.24 ～ H20.1.24 
121 鈴木孝男 官城県 構成員 H20.2.19 ～ H20.2.19 
122 太田 宏 宮城県 構成員 H20.2.19 ～ H20.2.19 
123 田村宏治
東京大学大学院理学系





指導・助言 H20.3.ll ～ H20.3.ll 
125 佐藤雅志
岡山大学資源生物科学




126 評価委員 H20.2.22 ～ H20.2.22 
究所
（員オ） こしじオくと出来の






非常勤講師 H20.4.1 ～ H20.9.30 
129 中静透
（財）自然環境研究セ






学位論文審査委員 H20.2.19 H20.2.19 
宮城県農林水産部
131 水田 裕二 宮城県 埋設農薬適正管理 H20.2.22 ～ H21.3.31 
検討会委員
宮城県土木部河
132 鈴木孝男 宮城県 川整備計画策定検 H20.2.12 ～ H20.2.12 
討構成員
中 静 透 （独）日本学術振興会
国際生物学賞委員
133 H20.2.1 ～ H20.12.31 
会審査委員会委員
134 村本光二 東北生活文化大学 非常勤講師 H20.9.19 ～ H21.3.31 
135 仲村 春 和 福井大学 非常勤講師 H20.2.10 ～ H21.3.31 
136 彦坂幸毅 山形大学理学部 非常勤講師 H20.10.1 ～ H21.3.31 
（独）日本原子力研究 博士研究員研究業
137 日間間 来世 H20.2.18 ～ H20.3.31 
開発機構 績評価委員会委員
138 永沼孝子 東北生活文化大学 非常勤講師 H20.9.19 ～ H21.3.31 
139 田村 宏 治
栃木県立宇都宮高等学













演者 H20.3.14 ～ H20.3.14 
ゲノム科学総合研
究センターマウス



















客員教授 H20.4.1 ～ H21.3.31 
87 
環境生活部 自然
148 鈴木孝男 宮城県 H19.4.1 ～ H20.3.31 
保護事務嘱託
地球温暖化影響・適
中静 透 環境省149 H20.4.1 ～ H20.7.31 
応研究委員会委員
150 永 田 裕 二 東爪大学農学部 非常勤講師 H20.4.l ～ H20.9.30 
（独）宇宙航空開発研 プロジェクト共同
151 高橋秀幸 H20.4.1 ～ H21.3.31 
究機構 研究員
（独）宇宙航空開発研 プロジェクト共同
152 西谷 和 彦 H20.4.1 ～ H21.3.31 
究機構 研究員
（独）宇宙航空開発研 プロジェクト共同
153 東 谷 篤 志 H20.4.1 ～ H21.3.31 
究機構 研究員
（独）宇宙航空開発研 プロジェクト共同
154 横山 隆亮 H20.4.1 ～ H21.3.31 
究機構 研究員
155 十川 和 博 相馬看護学校 非常勤講師 H20.4.1 ～ H21.3.31 
156 山元 大 輔
信州大学大学院医学研
究科
非常勤講師 H20.4.1 ～ H21.3.31 
科学技術政策研究
157 牟田 達史 文部科学省 所 H20.4.1 ～ H21.3.31 
専門調査員
158 田村宏治 東京工業大学 非常勤講師 H20.4.1 ～ H20.9.30 
159 武田 哲 宮城教育大学 非常勤講師 H20.4.9 ～ H21.3.31 
大学共同利用機関法人





H20.4.1 ～ H22.3.31 
162 高崎親久 十日馬看護学校 非常勤講師 H20.4.1 ～ H21.3.31 
南津究
千葉大学大学院園芸学
非常勤講師163 H20.4.14 ～ H20.9.30 
研究科
東京大学大学院医学系
164 福田 光則 非常勤講師 H20.4.1 ～ H21.3.31 
研究科
（財）東北大学浅虫海
165 水野健作 洋生物学研究センター 理事長 H20.4.1 ～ H21.3.31 
後援会
（財）東北大学浅虫海
166 加藤秀生 洋生物学研究センター 理事 H20.4.1 ～ H21.3.31 
後援会
（財）東北大学浅虫海




168 美濃川 拓哉 洋生物学研究センター 理事 H20.4.1 ～ H21.3.31 
後援会
（財）東北大学浅虫海
169 武田 哲 洋生物学研究センター 理事 H20.4.1 ～ H21.3.31 
後援会
（財）東北大学浅虫海
170 鷲尾正彦 洋生物学研究センター 監事 H20.4.1 ～ H21.3.31 
後援会
（財）東北大学浅虫海
171 佐竹光一 洋生物学研究センター 事務 H20.4.1 ～ H21.3.31 
後援会
172 経塚啓一郎 宮城教育大学 非常勤講師 H20.4.9 ～ H21.3.31 





非常勤講師 H20.4.4 ～ H21.3.19 
大学共同利用機関法人




運営委員会委員 H20.4.1 ～ H22.3.31 
ンター
177 東谷篤志 （財）かき研究所 評議員 H20.4.1 ～ H21.3.31 
178 中静 透 帝京科学大学 非常勤講師 H20.4.1 ～ H20.9.18 
平成 20年度















H20.4.1 ～ H21.3.31 
専門委員会I委員
4 中 静 透
（財）自然環境研究セ
有識者 H20.4.10 ～ H20.4.10 
ンター
5 酒井聡樹 横浜国立大学 非常勤講師 H20.4.8 ～ H20.9.30 
89 
東北森林管理局
6 中静透 農林水産省 保護林モニタリン H20.4.1 ～ H25.3.31 
グ調査検討会委員
7 河田 雅圭 文部科学省
大学設置・学校法人
H20.4.21 ～ H21.3.31 
審議会専門委員
8 太田宏 宮城工業高等専門学校 非常勤講師 H20.4.l ～ H21.3.31 
生物多様性影響評
9 南津究 農林水産省 許可日 ～ H21.3.31 
価検討会委員
10 南j宰 究 農林水産省
拡散防止措置確認
会議委員
許可日 戸、， H21.3.31 
（独）大学入試センタ 適性試験問題作成






等の検出技術検討 許可日 ～ H21.3.31 
委員会委員
特定非営利活動法人目 検討会委員／分科





書類専門委員 H20.5.12 ～ H20.6.30 
15 鈴木 孝男 福島県立相馬高等学校 講師 H20.5.24 ～ H20.5.24 
16 永田裕二 長浜ノtイオ大学 講師 H20.6.25 ～ H20.6.25 
（財）林業科学技術振興
生物多様性森林総
17 中静透 合調査委員会専門 許可日 ～ H21.3.13 
所
委員
18 飯島敏夫 東北大学出版会 評議員 H20.5.20 ～ H22.3.31 
19 十川 和博 東北大学出版会 評議員 H20.5‘20 ～ H22.3.31 
学術資源研究公開セン











22 千葉聡 産候補地科学委員 H20.6.l ～ H21.3.27 
所
会委員
山 本 博章 日本学術振興会
科学研究費委員会



















27 H20.5.26 ～ H21.4.30 
十茸 度分科会（審査委員
会）委員
28 日出間純 鹿児島大学 講師 H20.6.25 ～ H20.6.25 
NPO 1去人 地球観測連携拠点
























特定非営利活動法人パ ト10 0 0シギ・チ










36 十川 干叶専 （独）日本学術振興会
会専門委員及び国




























41 H20.8.1 ～ H21.7.31 
際事業委員会書面
審査員
42 高 橋 秀 幸 真室川町立及位中学校 講師 H20.8.7 ～ H20.8.8 
43 宮沢豊 真室川町立及位中学校 講師 H20.8.7 ～ H20.8.8 
中静透 環境省
東北地方環境事務
44 許可日 ～ H21.3.31 
所検討員（座長）





講師 H20.7.25 ～ H20. 7.26 
47 酒井聡樹
大分県農林水産研究セ
























52 太田 右 東北大学生活共同組合 理事 許可日 ～ H21.5.26 
53 田村 宏 治 自治医科大学 外来講師 H20.10.17 ～ H20.10.17 
田村宏治 自治医科大学
大学院特別講義講










研究業績評価委員 H20.9.5 ～ H20.9.5 
宮城県仙台向山高等学
57 寺西 美 佳
校
講師 H20.12.6 ～ H20.12.6 
鈴木孝男 宮城県
宮城県自然環境保
58 H20.10.1 ～ H22.9.30 
全審議会委員
59 彦坂幸毅 宮城教育大学 講師 H20.9.13 ～ H20.9.13 
第 25回京都賞 基
60 河田 雅圭 財団法人稲盛財団 礎科学部門 専門 H20.7.l ～ H21.6.30 
委員会委員
61 片岡博尚 宮城教育大学 講師 H20.9.13 ～ H20.9.13 
（財）自然環境研究セ
生物多様性の総合
62 中静 透 評価検討委員会委 許可日 ～ H21.3.31 
ンター
貝
63 片岡 博尚 神戸大学 非常勤講師 H20.10.l ～ H21.2.28 
64 田村宏治 国立遺伝学研究所 指導・助言 H20.9.24 ～ H20.9.25 
65 中静 透
（財）自然環境研究セ
評議員 H20.9.27 ～ H22.9.26 
ンター
66 日出間 キ屯 岐阜大学 非常勤講師 H20.10.l ～ H21.3.31 
67 中静 透 日本学術会議 連携会員 H20.10.1 ～ H25.9.30 
68 西谷 和 彦 日本学術会議 連携会員 H20.10.1 ～ H25.9.30 
69 福田 光則 産業医科大学 非常勤講師 H20.10.9 ～ H20.10.9 
モニタリングサイ
70 中 静 透
（財）自然環境研究セ




71 高橋 秀幸 制リパネス クト 宇宙教育委 H20.10.1 ～ H21.ll.30 
員会アドバイザー











ト1000陸水域調査 言午可日 ～ H21.3.21 
ンター
湿原分科会委員
75 牟田 達史 福島県立磐城高等学校 講師 H20.10.24 ～ H20.10.24 
東北地方環境事務















H20.12.1 ～ H21.ll.30 
80 河田 雅圭 （独）日本学術振興会
科学研究費委員会
H20.12.1 ～ H21.ll.30 
専門委員
81 八尾 寛 （独）日本学術振興会
科学研究費委員会
専門委員
H20.12.1 ～ H21.ll.30 
（独）日本学術振興会
科学研究費委員会
82 仲村春和 H20.12.1 ～ H21.ll.30 
専門委員
83 永田 裕二 （独）日本学術振興会
科学研究費委員会
H20.12.l ～ H21.ll.30 
専門委員
84 中静 透 （独）日本学術振興会
科学研究費委員会
専門委員
H20.12.1 ～ H21.ll.30 
八尾寛
東邦大学大学院薬学研




86 H20.12.1 ～ H21.ll.30 
専門委員
87 及川 雅人 日本学術振興会
科学研究費委員会
H20.12.l ～ H21.ll.30 
専門委員
平成 20年度一村一
88 竹本徳、子 （財）日本環境協会 品・知恵、の環づくり H20.ll.13 ～ H21.3.31 
事業審査委員
89 竹本徳子 （社）日本能率協会 講師 H20.ll.17 ～ H20.ll.17 
竹本 f恵子
日本環境経営大賞
90 コ重県 許可日 ～ H22.7.30 
表彰委員会委員
91 竹本 f恵子 （社）日本通信販売協会 講師 H20.ll.20 ～ H20.ll.20 
92 福田 光則 慶磨、義塾大学医学部 講演会講師 H20.12.4 ～ H20.12.4 




















会岩木川グ、ルーフ。 H20.11.21 ～ H21.3.31 
研究会委員










講師100 H20.12.18 ～ H20.12.18 
エヌ・エー研究所




講師 H21.2.1 ～ H21.2.1 
南津究
（独）農業・食品産業
外部委員103 H21.1.26 ～ H21.1.27 
技術総合研究機構





















（独）農業 ・食品産業 究推進事業」平成 20






109 中静 透 ～ H23.l.5 
時委員 日
（社）日本環境アセスメ ワーキングメンバ





講師 H21.l.12 ～ H21.l.24 
仙台松島道路VI期
112 鈴木孝男 宮城県道路公社 事業事後調査検討 H21.l.15 ～ H21.3.31 
会委員




セ ミナー講師 H21.l.22 ～ H21.l.23 
115 南津究 農林水産省 出席者 H21.l.27 ～ H21.l.27 
田村宏治
国立成育医療センター
116 セミナー講師 H21.2.25 ～ H21.2.25 
研究所
117 太田 宏 宮城県 構成員 H21.2.19 ～ 2009/2/29 
118 中静 透 （独）森林総合研究所 評価委員 許可日 ～ H22.3.31 
119 中鳥 一憲 宮城学院女子大学 非常勤講師 H21.4. l ～ H21.9.30 
高橋秀幸 （独）日本学術振興会
国際生物学賞委員
120 H21.2.l ～ H21.12.31 
会審査委員会委員
121 中静透 二井物産（株） セ ミナー講師 H21.3.12 ～ H21.3.12 
鹿児島大学フロンティ




123 評価委員 H21.2.24 ～ H21.2.24 
究所
124 水波誠 国立情報学緋究所 講師 H21.3.ll ～ H21.3.ll 
125 中静透 千葉大学理学部 非常勤講師 H21.4.9 ～ H22.3.25 
126 中静透 新潟大学 演者 H21.3.10 ～ H21.3.10 
奈良先端科学技術大学
講師127 彦坂 幸毅 H21.2.26 ～ H21.2.26 
院大学
日本国際賞 「生物生
128 中静透 （財）国際科学技術財団 産 ・生命環境」審査 H21.3.24 ～ H22.3.23 
委員
96 
129 永凹 裕 二 長浜バイオ大学 非常勤講師 H21.7.7 ～ H21.7.8 
130 永田 裕 二 （社）日本農芸化学会 和文誌編集委員 H21.4.1 ～ H23.3.31 
科学技術政策研究













非常勤講師 H21.4.6 ～ H22.3.20 
大学共同利用機関法人
135 中 静 透 人間文化研究機構総合 共同研究員 H21.4.1 ～ H22.3.31 
地球環境学研究所
136 鈴木孝男 宮城県 自然保護事務嘱託 H21.4.l ～ H22.3.31 
（独）宇宙航空開発研 プロジェクト共同
137 東谷 篤 志 H21.4.1 ～ H22.3.31 
究機構 研究員
（独）宇宙航空開発研 プロジェクト共同
138 高橋 秀 幸 H21.4.l ～ H22.3.31 
究機構 研究員
（独）宇宙航空開発研 プロジェクト共同
139 西谷 和 彦 H21.4.l ～ H22.3.31 
究機構 研究員
（独）宇宙航空開発研 プロジェクト共同
140 横山 降亮 H21.4.1 ～ H22.3.31 
究機構 研究員
141 山本 博 章 北海道大学理学部 非常勤講師 H21.4.l ～ H22.3.31 
142 佐々木誠 筑波大学 講演会講師 H21.3.17 ～ H21.3.17 
大学共同利用機関法人
143 佐藤雅志 人間文化研究機構総合 共同研究員 H21.4.1 ～ H22.3.31 
地球環境学研究所
144 太凹宏 宮城工業高等専門学校 非常勤講師 H21.4.1 ～ H22.3.31 
日本ユネスコ国内














148 十川｜ 手叶専 相馬看護学校 非常勤講師 H21.4.1 ～ H22.3.31 
（財）東北大学浅虫海
149 占部城太郎 洋生物学研究センター 理事長 H21.4.1 ～ H22.3.31 
後援会
（財）東北大学浅虫海
150 加藤秀生 洋生物学研究センター 理事 H21.4.1 ～ H22.3.31 
後援会
（財）東北大学浅虫海
151 経塚啓一郎 洋生物学研究センター 理事 H21.4.1 ～ H22.3.31 
後援会
（財）東北大学浅虫海
152 美濃川 拓哉 洋生物学研究センター 理事 H21.4.1 ～ H22.3.31 
後援会
（財）東北大学浅虫海
153 武田 哲 洋生物学研究センター 理事 H21.4.1 ～ H22.3.31 
後援会
（財）東北大学浅虫海
154 鷲尾正彦 洋生物学研究センター 監事 H21.4.1 ～ H22.3.31 
後援会
（財）東北大学浅虫海
155 佐竹光一 洋生物学研究センター 事務 H21.4.1 ～ H22.3.31 
後援会
156 中静 透 文部科学省
科学技術・学術審議
会臨時委員








講師 H21.4.23 ～ H21.4.23 
159 中静透 帝京科学大学 非常勤講師 H21.4.1 ～ H21.9.23 
大輔
信州大学大学院医学研




講師 H21.3.27 ～ H21.3.27 
科学研究科
162 田村宏治 （独）理化学研究所 客員研究員 H21.4.1 ～ H22.3.31 
163 東谷 篤 志 （財）かき研究所 評議員 H21.4.1 ～ H22.3.31 
164 永沼 孝 子 仙台白百合女子大学 非常勤講師 H21.4.1 ～ H21.9.23 
165 村本光二
不二たん白質研究振興
選考委員 H21.4.1 ～ H22.3.31 
1三日』
166 佐藤雅志 総合地球環境学研究所 客員准教授 H21.4.1 ～ H22.3.31 
98 















2 中静透 H21.4.1 ～ H22.3.31 
＋帯 会委員
サイエンスカフェ in
3 田村 宏 治 講演会講師 H21.4.25 ～ H21.4.25 
やまがた
4 水野健作 東北大学出版会 評議員 H21.5.21 ～ H22.3.31 
AS  I AHORCs 





H21.4.20 ～ H22.3.31 
「温暖化の観測・予
7 中静 透 株式会社 日71<コン
測及び影響評価総




8 竹本徳子 （財）日本環境協会 品・知恵の環づくり H21.4.17 ～ H22.3.31 
事業実行委員
平成 21年度一村一





許可日 ～ H22.3.31 
南j宰究 農林水産省
生物多様性影響評






















15 中静透 許可日 ～ H22.3.31 
ンター 進事業モニタリン
グ分科会検討委員
16 有本博一 大正製薬株式会社 講演会講師 H21.6.15 ～ H21.6.15 
宮城県教育研修セン 平成 21年度高等学
17 草野友延 H21.9.18 ～ H21.9.18 
ター 校理科研修会講師
宮城県教育研修セン 平成 21年度高等学



















22 竹本 徳子 全国森林組合連合会 ェク ト 環境貢献 H21.4.20 ～ H22.3.31 
ビジネスモデル選
定委員
（財）り パーフロン ト 河川・ 海岸環境機能
23 鈴木孝男 許可日 ～ H22.3.31 
整備センター 等検討委員会委員
鹿児島県スーパー





















中 静 透 環境防災総合政策研究
地球観測推進委員







講師 H21.5.22 ～ H21.5.22 
30 永田裕二 長浜バイオ大学 非常勤講師 H21. 7.8 ～ H21.7.8 
太平洋セメント（株） 畏下地区生態系保










H21.6.10 ～ H21.10.31 
34 占部城太郎 内閣府日本学術会議 日本学術会議委員 H21.6.1 ～ H23.9.30 
山形県立新庄神室産業
進路学習会「先輩か





36 中 静 透 会議参集・分科会検 許可日 ～ H22.3.31 
（杜）国際環境研究協会
討員
37 鈴木孝男 福島県立相馬高等学校 講師 H21.7.25 ～ H21.7.25 
38 中静 透 （独）森林総合研究所 講演者 H21.5.22 ～ H21.5.22 
39 田村宏治 日本動物学会 将来計画担当理事 H21.6.1 ～ H22.12.31 


































H21.8.1 ～ H22.7.31 
面審査員
特別研究員等審査
47 十川 手叶専 （独）日本学術振興会
会専門委員および




有 本 博 一 （独）日本学術振興会
会専門委員および




東谷 篤 志 （独）日本学術振興会
会専門委員および













H21.8.l ～ H22.7.31 
面審査員
味の素株式会社医薬
























57 有本博一 第 8回化学系薬学若 講演会講師 H21.10.3 ～ H21.10.3 
手研究者セミナー
58 田村宕治 自治医科大学 外来講師 H21.10.9 H21.10.9 
目黒区私立幼稚園
目黒区私立幼稚園協会






H21.8.1 ～ H22.7.31 
61 高橋秀幸 真室川町立及位中学校 講演会講師 H21.8.2 ～ H21.8.3 
62 宮 沢 豊 真室川町立及位中学校 講演会講師 H21.8.2 ～ H21.8.3 
中間支援活動実証
63 竹本 f恵子 環境省
実証事業公募に係
る企画審査会審

















66 田村宏治 学応用に関する国際シ 論文委員会委員 許可日 ～ H22.7.31 
ンポジウム組織委員会
67 不破春彦 日本化学会東北支部 講演会講師 H21.9.19 ～ H21.9.19 
NBRPミヤコグ





















推進72 ト10 0 0 許可日 ～ H22.3.31 
ンター
検討会委員
73 鈴木孝男 福島県立相馬高等学校 講師 H21.9.17 ～ H21.9.17 
低酸素社会づくり





75 H21.10.1 ～ H23.9.30 
研究センター 外部評価委員会委
員
山 本 和 生
宮城県第二女子高等学 東北大学高大連携
76 H21.11.12 ～ H21.ll.12 
校 事業講演講師
77 中静 透 内閣府 外部専門家 H21.9.ll ～ H21.9.28 
草野友延
（独）農業・食品産業



















講演会講師82 H21.ll.27 ～ H21.ll.27 
協議会
環境省 国立・固定





講演会講師 H21.ll.27 ～ H21.ll.27 
国土交通省東北地か整 一般国道 10 8号































H21.12.l ～ H22.ll.30 
牟田 達史 （独）日本学術振興会
科学研究費委員会
93 H21.12.1 ～ H22.ll.30 
専門委員
科学研究費委員会




95 千葉聡 H21.12.1 ～ H22.ll.30 
専門委員
96 永田 裕二 （独）日本学術振興会
科学研究費委員会










H21.12.1 ～ H22.ll.30 
「小笠原諸島にお
（社）日本森林技術協 ける外来植物分布




100 日 出間純 H21.1 l.16 ～ H22.3.31 
開発機構 績評価委員会委員
101 西 谷 和 彦 （独）日本学術振興会
科学研究費委員会
専門委員













104 中 静 透 H21.ll.10 ～ H22.3.31 
十茸 事業環境・エネル
ギ一分野審査委員
105 津田雅孝 石巻専修大学 非常勤講師 H21.12.18 ～ H21.12.18 
106 中 静 透
（財）自然環境研究セ
生物多様性の総合






講演会講師 H21.12.18 ～ H21.12.18 
108 東 谷 篤 志
（独）日本原子力研究


































集中講義講師 H22.1.14 H22.1.15 
平成 21年度ラムサ
特定非営利活動法人日 ール条約湿地登録




117 渡辺 E夫 文部科学省 における評価に関 H21.12.l ～ H22.ll.30 
する委員会評価者
科学研究費補助金
118 福田光則 文部科学省 における評価に関 H21.12.l ～ H22.ll.30 
する委員会評価者
119 鈴木孝男 福島県立相馬高等学校 講師 H22.1.27 ～ H22.1.27 



















推進する実用技術 許可日 ～ H22.3.31 
開発事業専門評価
委員
125 千 葉 聡 山形大学理学部 非常勤講師 H22.10.l ～ H23.3.31 
126 村本光二 東北生活文化大学 非常勤講師 H22.9.19 ～ H23.3.31 




博士論文審査委員 H22.2.18 ～ H22.2.18 
107 
宮城県仙台向山高等学
講師129 寺西美佳 H22.3.11 ～ H22.3.ll 
校
130 凹村宏治 甲南大学 講師 （非常勤） H22.4.1 ～ H23.3.31 
（株）エコマネジメン




講演講師132 H22.3.7 ～ H22.3.7 
ッ トワーク
133 鈴木孝男 宮城県 自然保護事務嘱託 H22.4.1 ～ H23.3.31 
「イノベーション
（独）農業 ・食品産業 創出基礎的研究推

















137 非常勤講師 H22.4.12 ～ H22.9.30 
研究科
138 山元大輔 金沢大学 非常勤講師 H22.4.8 ，、、， H22.9.30 
信州大学大学院医学研




140 非常勤講師 H22.4.1 ～ H22.9.30 
命科学研究科
（財） 化学及血清療法




非常勤講師142 H22.4.l ～ H22.9.30 
j曲表山十・立ロπI) 
143 十川 和博 相馬看護学校 非常勤講師 H21.4.l ～ H22.3.31 
（財） 自然環境研究セ
地球規模生物多様
144 中静透 性モニタリング推 H22.3.21 H22.3.23 
ンター
進事業検討委員
145 田村宏治 （独）理化学研究所 客員研究員 H22.4.l ～ H23.3.31 
京都大学生態学研究セ
運営委員会委員146 占部城太郎 H22.4.1 ～ H24.3.31 
ンター
爪都大学生態学研究セ 共同利用運営委員




















非常勤講師151 H22.4.5 ～ H23.3.31 
取）
仙台高等専門学校（愛
152 太田宏 非常勤講師 H22.4.4 ～ H23.3.31 
子）
153 永沼孝子 仙台白百合女子大学 非常勤講師 H22.4.1 ～ H22.9.23 
経塚 啓一郎
山形大学地域教育文化
非常勤講師154 H22.4.5 ～ H22.9.30 
学部
山形大学地域教育文化
非常勤講師155 武田 哲 H22.4.5 ～ H22.9.30 
学部
（財）東北大学浅虫海
156 占部城太郎 洋生物学研究センター 理事長 H22.4.1 ～ H23.3.31 
後援会
（財）東北大学浅虫海
157 加藤秀生 洋生物学研究センター 理事 H22.4.l ～ H23.3.31 
後援会
（財） 東北大学浅虫海
158 経塚 啓一郎 洋生物学研究センター 用事 H22.4.1 ～ H23.3.31 
後援会
（財） 東北大学浅虫海
159 美濃川 拓哉 洋生物学研究センター 理事 H22.4.1 ～ H23.3.31 
後援会
（財）東北大学浅虫海
160 武田哲 洋生物学研究センター 理事 H22.4.1 ～ H23.3.31 
後援会
（財）東北大学浅虫海
161 鷲 尾正彦 洋生物学研究センター 監事 H22.4.1 ～ H23.3.31 
後援会
162 福田 光則 岡山大学医学部 非常勤講師 H22.4.1 ～ H23.3.31 
109 
科学技術政策研究
163 牟田 達史 文部科学省 所 H22.4.l ～ H23.3.31 
専門調査員
164 東谷篤志 （財）かき研究所 評議員 H22.4.l ～ H23.3.31 
165 山 本 博 章 日本学術振興会
科学研究費委員会
専門委員
H21.6.10 ～ H21.10.31 
国際生物学オリンピッ 第一次試験作題委
166 山 本 博 章 H22.l.l ～ H22.12.31 
ク日本委員会 員会委員
平成 22年度




招へい教員 H22.4.l ～ H23.3.31 
（独）科学技術振興機 「RNAと生体機能J
2 杉本亜砂子 H22.4.l ～ H24.3.31 
f毒 領域アド、パイザー
3 杉本亜砂子 （独）理化学研究所 チームリーダー H22.4.l ～ H23.3.31 
（財）東北大学浅虫海
4 浦田俊一 洋生物学研究センタ 事務 H22.4.l ～ H23.3.31 
一後援会
5 渡i豊直樹 京都大学医学部 非常勤講師 H22.4.l ～ H23.3.31 
6 野原克仁 宮城学院女子大学 非常勤講師 H22.4.l ～ H22.9.30 
特定非営利活動法人 モニタリングサイト





講師 H22.4.22 ～ H22.4.22 
9 八尾寛
財団法人東北産業活
出前講座講師 H22.10.14 ～ H22.10.14 
性化センター
10 渡辺正夫 七北小学校 学校評議員 H22.4.l ～ H23.3.31 
（独）宇宙航空開発研 プロジェクト共同研
11 高 橋 秀 幸 H22.4.l ～ H23.3.31 
究機構 先出貝口
（独）宇宙航空開発研 プロジェクト共同研
12 東谷篤志 H22.4.l ～ H23.3.31 
究機構 究員
（独）宇宙航空開発研 プロジェクト共同研








H22.8.l ～ H23.7.31 
執筆員
110 












18 西谷 和彦 （独）日本学術振興会
発支援フOログラムの


















21 H22.5.24 ～ H22.6.30 
為の書面レビューア
一
22 渡辺正夫 東北大学出版会 評議員 H22.5.1 ～ H24.3.31 
23 福田 光則 ドライアイ研究会 講演会講師 H22.5.28 ～ H22.5.29 
「小笠原諸島におけ
（社）日本森林技術協 る外来植物分布調査




25 河田 雅圭 文部科学省
大学設置・学校法人審































31 （独）日本学術振興会 H22.8.1 ～ H23.7.31 
事業委員会書面審査
貝
32 水野 健作 東北大学出版会 評議員 H22.6.21 ～ H23.3.31 
大学共同利用機関法
人人間文化研究機構










候補地科学委員会35 千葉聡 H21.6.1 ～ H23.3.26 
究所
委員
36 津田 雅孝 秋 田県立大学 特別講師 H22.7.2 ～ H22.7.2 
東北大学生活共同組




38 中静透 暖化分野）地球観測推 許可日 ～ H24.3.31 
究機構
進委員会委員
39 永田裕二 長浜バイオ大学 非常勤講師 H22.6.30 ～ H22.6.30 
モニタリングサイト
（財）自然環境研究セ




41 占部城太郎 許可日 H23.3.31 
ン ト整備センター 検討委員会
財団法人リ バーフロ 海岸環境機能等検討
42 鈴木 孝男 H22.6.14 ～ H23.3.31 
ン ト整備センター 委員会
スーパーサイエンス
43 渡辺正夫 宮城県教育委員会 ハイスクール運営指 H22.6.1 ～ H24.3.31 
導委員
NBRPミヤコグサ ・




































講師 H22.6.23 ～ H22.6.23 
52 鈴木孝男
特定非営利活動法人


















講師 H22.6.30 ～ H22.6.30 
57 南 津 究 農林水産省・環境省
生物多様性影響評価
検討会委員
























野外実習講師62 H22.8.8 ～ H22.8.9 
学校
63 竹本徳子 宮城県 講師 H22.8.4 ～ H22.8.4 
64 中静 透 仙台市 基調講演講師 H22.8‘28 ～ H22.8.28 
小笠原諸島における
（社）日本森林技術協 外来植物分布調査事







H22.7.30 ～ H23.3.31 
委員会委員
67 田村宏治 自治医科大学 外来講師 H22.10.29 ～ H22.10.29 
68 中静 透 （株）日本総合研究所 説明会講師 H22.10.6 ～ H22.10.6 
中 静 透
（独）森林総合研究所




スの制御と生命機能」70 北野潤 H22.10.1 ～ H26.3.31 
技術振興機構
領域個人研究者

























H22.10.1 ～ H24.9.30 
文部科学省研究開発 気候変動予測研究検
77 中静 透 H22.9.l ～ H23.3.31 
局 討会専門委員
環境省 国立・国定公



















82 中 静 透
泉ヶ岳利活用推進市
民会議
シンポジウム講師 H22.ll.8 ～ H22.ll.8 
津田雅孝
東京農工大学農学





講師 H22.ll.8 ～ H22.ll.8 
85 中静 透
（財）自然環境研究セ





H22.12.1 ～ H23.ll.30 
（独）日本学術振興会
科学研究費委員会専
87 西谷和彦 H23.l.1 ～ H23.12.31 
門委員
88 福田 光則 （独）日本学術振興会
科学研究費委員会専
H22.12.1 ～ H23.ll.30 
門委員
89 牟田 達史 （独）日本学術振興会
科学研究費委員会専




90 H22.12.1 ～ H23.ll.30 
門委員
115 
山元 大 輔 （独）日本学術振興会
科学研究費委員会専









H22.12.l ～ H23.ll.30 
94 牧雅之 （独）日本学術振興会
科学研究費委員会専



















































講演会講師 H22.12.15 ～ H22.12.15 
所
116 




公開臨海実習講師 H22.12.6 ～ H22.12.10 
ホットスポット選定
108 中 静 透
（財）自然環境研究セ
に向けた検討委員会 H22.12.6 ～ H23.3.28 
ンター
委員
中 静 透 宮城県
宮城県環境影響評価









招へい研究員 H23.2.l ～ H23.3.31 
科学研究費補助金に
112 山元 大輔 文部科学省 おける評価に関する H22.12.8 ～ H23.11.30 
委員会評価者
科学研究費補助金に
113 水野健作 文部科学省 おける評価に関する H22.12.8 ～ H23.11.30 
委員会評価者
科学研究費補助金に




115 中静 透 H23.1.1 ～ H23.3.28 
ンター ービス検討委員会（仮
称）検討委員
116 八 尾 寛 福島県立医科大学 セミナー講演会講師 H22.12.20 ～ H22.12.20 
森林インベントリ情
117 中静 透 （株）コ菱総合研究所 報の管理・解析手法検 H22.12.22 ～ H23.2.28 
討委員会委員
中 静 透 環境省
中央環境審議会臨時
118 H23.1.6 ～ H25.1.5 
委員
筑波大学生命領域学
119 渡辺 E夫 講演会講師 H22.12.8 ～ H22.12.8 
際研究センター
北里大学大学院水産 博士学位論文審査委
120 村本光二 H23.1.27 ～ H23.1.27 
学研究科 員
静岡大学改革特区人
121 牧野 能 上 材システム改革推進 講演会講師 H23.2.21 ～ H23.2.21 
本部




非常勤講師123 H23.4.9 ～ H24.3.31 
研究科
124 中静透 （独）森林総合研究所 評価委員 H23.2.l ～ H23.3.31 






共同研究員 H23.4.l ～ H24.3.31 
所
新潟大学教育・学生支
127 中静透 講演会講師 H23.3.5 ～ H23.3.5 
援機構
特定非営利活動法人
128 竹本徳子 高木仁二郎市民科学 選考委員 H22.4.l ～ H23.3.31 
基金
129 山元大輔 金沢大学 非常勤講師 H23.4.7 ～ H23.9.30 
平成 23年度新たな農
（社）農林水産技術情 林水産政策を推進す




131 十川 和博 H23.2.16 ～ H23.2.l 7 
科学研究科 査委員
132 八尾寛 東京工業大学 非常勤講師 H23.4.l ～ H23.9.30 
名古屋大学工学研究
133 占部城太郎 非常勤講師 H23.4.13 ～ H23.9.30 
科
134 山元大輔 関西経営管理協会 講演会講師 H23.5.27 ～ H23.5.27 
「国民経済計算にお
三菱 UFJコンサルテ ける生態系サービス





136 非常勤講師 H23.4.1 ～ H23.9.30 
府 ・農学部
137 鈴木 孝男 宮城県 自然保護事務嘱託 H23.4.l ～ H24.3.31 
138 永田裕二 長浜バイオ大学 非常勤講師 H23.4.l ～ H23.9.30 
中静 透
あいち自然環境保全




埼玉大学 H23.4. l ～ H25.3.31 
ド
国土交通省東北地方 一般国道 10 8号花







非常勤講師 H23.5.20 ～ H23.5.20 
143 太田 宏 宮城県環境生活部 構成員 H23.3.23 ～ H23.3.23 
明史
大阪大学微生物病研









非常勤講師 H23.4.l ～ H24.3.31 
中長期ロードマップ






懇話会講師 H23.3.22 ～ H23.3.22 




非常勤講師 H23.4.13 ～ H24.3.31 
（財）ダム水源地環境 WEC応用生態研究助










153 西谷 和 彦 許可日 ～ H23.3.31 
技術総合研究機構 業Jに係る書類審査専
門委員
154 渡主皇 直樹 京都大学医学部 非常勤講師 H23.4.1 ～ H24.3.31 
155 水田 裕二 （社）日本農芸化学会 和文誌編集委員 H23.4.1 ～ H25.3.31 
中静 透 文部科学省
科学技術・学術審議会










非常勤講師 H23.4.6 ～ H24.3.23 




非常勤講師 H23.4.1 ～ H24.3.31 




選考委員 H23.4.1 ～ H25.3.31 
究振興財団
（財）東北大学浅虫海
163 占部城太郎 洋生物学研究センタ 理事長 H23.4.1 ～ H24.3.31 
一後援会
（財）東北大学浅虫海
164 加藤秀生 洋生物学研究センタ 理事 H23.4.1 ～ H24.3.31 
一後援会
（財）東北大学浅虫海
165 経塚啓一郎 洋生物学研究センタ 理事 H23.4.1 p、》 H24.3.31 
一後援会
（財）東北大学浅虫海
166 美濃川 拓哉 洋生物学研究センタ 理事 H23.4.1 ～ H24.3.31 
一後援会
（財）東北大学浅虫海
167 武田 宇仁斤コ 洋生物学研究センタ 理事 H23.4.1 ～ H24.3.31 
一後援会
（財）東北大学浅虫海
168 鷲尾正彦 洋生物学研究センタ 監事 H23.4.l ～ H24.3.31 
一後援会
（財）東北大学浅虫海
169 浦田 俊一 洋生物学研究センタ 事務 H23.4.1 ～ H24.3.31 
一後援会
170 東谷篤志 （財）かき研究所 評議員 H23.4.1 ～ H24.3.31 
国際宇宙ステーション・きぼ
（独）宇宙航空研究開 う利用推進委員会




氏 名 団 体 ｛牛 名 開始期間 ～ 終了期間
1 山口 信次郎 （独）理化学研究所 チームリーダー H23.4.1 ～ H24.3.31 














講演会講師 H23.4.20 ～ H23.4.20 
所
大学共同利用機関法 「ニホンザル」バイオ
5 筒井健一良日 人自然科学研究機構 リソース供給検討委 H23.4.13 ～ H25.3.31 
生理学研究所 員会委員




7 H23.5.l ～ H25.3.31 
討委員
財団
8 高橋秀幸 東北大学出版会 評議員 H23.5.l ～ H24.3.31 
国際宇宙ステーション・きぼ
（独）宇宙航空研究開 う利用推進委員会















12 中 静 透
（財）自然環境研究セ
モニタリングサイト
1000 （森林・草原調 H23.6.1 ～ H24.3.30 
ンター
査）検討委員
13 水野健作 （社）日本生化学会 常務理事 H22.10.1 ～ H23.9.30 
14 中 静 透 （独）日本学術振興会
科学研究費委員会専
門委員
H23.6.9 ～ H23.10.31 
特定非営利活動法人




16 H23.5.16 ～ H24.3.31 
局 討会検討委員













20 H23.4.19 ～ H24.3.31 
議会専門委員
シンポジウムコメン
21 中静透 （独）森林総合研究所 H23.5.22 ～ H23.5.22 
テーター
22 山 元 大 輔
財団法人東北産業活









24 中静透 H23.5.20 ～ H24.3.31 
推進委員会（温暖化分
里子）委員
25 渡辺正夫 香川県教育委員会 SS H運営指導委員 H23.4.1 ～ H24.3.31 
地球規模課題対応国
（独）科学技術振興機 際科学技術協力プロ
















28 占部城太郎 H23.6.8 H24.3.31 
ント整備センター 検討委員会
財団法人リバーフロ 河川・海岸環境機能等





研修会講師 H23.6.15 ～ H23.6.16 
特定非営利活動法人
31 占部城太郎 日本国際湿地保全連 湿原分科会委員 H23.5.30 ～ H24.3.31 
l口,. 
（社）国際環境研究協 環境研究企画委員会





33 中静 透 （独）水資源機構 学習会講師 H23.6.9 ～ H23.6.9 
牟凹 達史 文部科学省
科学技術政策研究所















審査委員会委員37 H23.6.6 ～ H23.9.30 
メづとら与
NBRPミヤコグサ・




39 千 葉 聡 島ノヤギ排除検討委 H23.7.1 ～ H23.8.31 
ンター
員会検討委員
40 太田 宏 宮城県環境生活部 構成員 H23.6.28 ～ H23.6.28 
41 不破春彦
日本薬学会東北支
セミナー講師 H23.8.27 ～ H23.8.27 
音日
42 中 静 透 （独）森林総合研究所 運営委員 H23.6.20 ～ H24.3.31 
中 静 透
社団法人日本森林技
調査委員会専門委員43 H23.7.1 ～ H24.3.31 
術協会
株式会社プレック研 小笠原世界自然遺産






セミナ一座長 H23.8.27 ～ H23.8.27 
46 津田 雅孝 秋田県立大学 特別講師 H23.7.4 ～ H23.7.4 
（公財）世界自然保護
WWFジャパン震災





講演会講師48 H23.8.9 ～ H23.8.11 
校
特別研究員等審査会
49 十川 手叶専 （独）日本学術振興会
専門委員および国際



































八 尾 寛 （独）日本学術振興会
専門委員および国際



















59 外来講師 H23.10.28 ～ H23.10.28 
大学
スーパーサイエンス





















検討委員会委員 H23.8.1 ～ H24.3.31 
ケミカルバイオロジ
独立行政法人理化学 一研究領域勉強会（兼
65 有本博一 H23.7.21 ～ H23.7.22 
研究所基幹研究所 理研セミナー）［公開
セミナー］の講師
66 渡漫直樹 神戸大学医学研究科 講師 H23.7.21 ～ H23.7.22 
（財）地球・人間環境 第8回エコプロダク
67 竹本徳子 H23.9.3 ～ H23.10.30 
フォーラム ツ大賞予備選考委員
68 田村宏治 鹿児島大学理学部長 講演会講師 H23.7.12 ～ H23.7.13 
69 鈴木孝男
特定非営利活動法人


















談会（第 2回懇談会話 H23.8.4 ～ H23.8.4 
題提供者）
（独）科学技術振興機 SSH生徒研究発表会
74 渡辺 E夫 H23.8.11 ～ H23.8.12 
t事 講評者
国立大学法人東京大























H23.8.8 ～ H24.3.31 




研修会講師 H23.9.8 ～ H23.9.8 
鈴木孝男
東北環境アセスメン
研修会講師82 H23.9.8 ～ H23.9.8 
ト協会
（公財）加藤記念ノくイ




特別講演演者84 H23.9.15 ～ H23.9.15 
会社北関東支店
宮城県高等学校理科
85 仲村春和 研究会仙塩支部生物 研修会講師 H23.9.28 ～ H23.9.28 
立口Rpf三' 
宮城県高等学校理科






講演会講師 H23.9.2 ～ H23.9.2 
独立行政法人製品評
遺伝子今組換え生物等







講師 H23.10.18 ～ H23.10.18 
90 高橋 秀 幸 日本学術会議事務局 連携会員 H23.10.3 ～ H28.9.30 
91 河田 雅圭 日本学術会議事務局 連携会員 H23.10.3 ～ H28.9.30 
92 杉本 亜砂子 日本学術会議事務局 連携会員 H23.10.3 ～ H28.9.30 
（社）日本森林技術協
「父島外来植物対策














95 中静 透 コンサノレティング
（株）
算における生態系サ






指導・助言講師 H23.10.31 ～ H23.10.31 
97 横山 降亮 宮城県古川高等学校 『大学出前講座』講師 H23.11.11 ～ H23.11.ll 
98 安元 研 一
協和発酵キリン株式
会社
講演 H23.11.26 ～ H23.ll.26 
99 津田 雅孝 （独）日本学術振興会
科学研究費委員会専




100 H24.1.1 ～ H24.11.30 
門委員
101 仲村 春 和 （独）日本学術振興会
科学研究費委員会専
H23.12.l ～ H24.11.30 
門委員
102 福田 光則 （独）日本学術振興会
科学研究費委員会専
H23.12.1 ～ H24.11.30 
門委員
103 渡j室 直樹 （独）日本学術振興会
科学研究費委員会専
門委員
H23.12.1 ～ H24.11.30 
104 渡辺 正夫 （独）日本学術振興会
科学研究費委員会専




H23.12.1 ～ H24.11.30 
門委員
106 水野健作 山形大学医学部 非常勤講師 H23.ll.1 ～ H24.3.31 
（公財）千里ライフサ
107 山元大輔 セミナー講師 H23.11.4 ～ H23.11.4 
イエンス振興財団
108 南 津究 鹿児島大学理学部長 講演会講師 H24.1.10 ～ H24.1.10 
109 渡辺 正夫 （槻愛媛新聞社 コラム執筆 H24.1.1 ～ H24.12.1 
110 中静透
（財）自然環境研究セ










112 占部城太郎 H23.11.21 ～ H25.11.20 
方整備局 学識者懇談会委員
113 水田 裕二 岡山理科大学
博士学位論文の審査
H23.ll.15 ～ H24.2.29 
委員
114 田村 宏 治 京都産業大学 講演会講師 H23.12.1 ～ H23.12.l 
115 中静 透 高知大学教育研究部 アド、パイザリー H23.12.9 ～ H23.12.10 





講演会講師 H23.12.12 ～ H23.12.12 
広島大学大学院理学 NBR P運営委員会









120 杉本亜砂子 日本細胞生物学会 評議員 H24.4.1 ～ H28.3.31 
科学研究費補助金に
121 杉本亜砂子 文部科学省 おける評価に関する H23.12.8 ～ H24.ll.30 
委員会評価者
科学研究費補助金に
122 渡辺正夫 文部科学省 おける評価に関する H23.12.8 ～ H24.ll.30 
委員会評価者
123 水野健作 日本細胞生物学会 評議員 H24.4.1 ～ H28.3.31 









126 水野健作 日本細胞生物学会 運営委員 H24.4.1 ～ H25.3.31 
127 杉本亜砂子 日本細胞生物学会 運営委員 H24.4.1 ～ H25.3.31 
総合研究大学院大学
博士論文審査外部審
128 杉本亜砂子 H24.1.18 ～ H24.1.18 
査委員
129 占部城太郎 日本学術会議 委員 H24.1.10 ～ H26.9.30 
中静透
（独）科学技術振興機











論文公開審査 H24.1.24 ～ H24.1.25 
（財）自然環境研究セ
平成 23年度第 2回小













研修会 講師 H24.2.12 ～ H24.2.12 
136 山 元 大 輔 金沢大学 非常勤講師 H24.4.6 ～ H24.9.30 
内閣府政策統括官（科












非常勤講師 H24.4.1 ～ H24.9.30 
府・農学部
140 仲 村 春 和 日本発生生物学会 DG  D編集主幹 H24.2.1 ～ H24.12.31 




外部評価委員会委員 H24.4.1 ～ H24.6.30 
143 稲 垣 雅 一 尚綱学院大学 非常勤講師 H24.10.1 ～ H25.9.30 
東Jr＇..大学大学院農学
144 南津究 非常勤講師 H24.4.1 ～ H24.9.30 
生命科学研究科
145 鈴木孝男 宮城県 自然保護事務嘱託 H24.4.1 ～ H25.3.31 
青森県環境影響評価





非常勤講師 H24.4.9 ～ H25.3.31 
京都大学生態学研究 運営委員会委員・共同
148 占部城太郎 H24.4.1 ～ H26.3.31 
センター 利用運営委員会委員
149 筒井 健一郎 東北学院大学 非常勤講師 H24.12.21 ～ H24.12.28 
イノベーション創出
（独）農業・食品産業
基礎的研究推進事業j150 山元大輔 H24.3.12 ～ H24.3.31 
技術総合研究機構
書類審査専門委員
151 山口 信次郎 （独）理化学研究所 客員主管研究員 H24.4.1 ～ H25.3.31 
152 十川 和博 相馬看護学校 非常勤講師 H24.4.1 ～ H25.3.31 
（公財）世界自然保護
WWFジャパン震災



















156 H24.4.l ～ H25.3.31 
ンター研究員
157 中静 透 仙台市 環境審議会委員 H24.4.1 ～ H26.3.31 
中静 透
京都大学生態学研究 運営委員会委員・共同
158 H24.4.l ～ H26.3.31 
センター 利用運営委員会委員
仙台湾海浜県自然環
159 鈴木孝男 宮城県環境生活部 境保全地域学術調査 H24.4.1 ～ H25.3.31 
会委員
160 東谷篤志 （財）かき研究所 評議員 H24.4.1 ～ H25.3.31 
特定非営利活動法人





講演会講師 H24.6.23 ～ H24.6.23 
特定非営利活動法人








165 H24.3.12 ～ H25.3.11 
（文化財分科会）























































































教授 佐々木誠、 准教授 不 破 春 彦
自己評価アンケート回答


























教授有 本 博 一 、 助教許述
自己評価アンケート回答





































































































自己評価項目 良好 概ね良 普通 やや劣 劣る
女子 る
大学院教 進路状況 。























教授 十川和博、 准教授安元研一、 助教 鳥 居 暁
自己評価アンケート回答























































































































教授 粛藤正男、 講師 松井敏高
自己評価アンケート回答



























教授 石島秋彦、 助教井上裕一、 助教福岡創
自己評価アンケート回答





























ミリーに属する低分子量 Gタンパク質で、真核生物に普遍的に存在している。 Rabは GTPと結合している
活性化型、 GDPと結合している不活性化型の二つのフォームをとり、活性化型がエブェクター（effector)
と呼ばれる特異的なパートナ一分子と結合することで膜輸送を促進する。この GTP-GDPのサイクリングは、






した。これらの研究成果は NatureCell Biol., Dev. Cell, Cell Metab., Curr. Biol., PNAS, J. Cell Biol., EMBO lなど
を含む 83本の原著論文、英文総説 14本、和文総説 16本に掲載され、これらの被引用数は 1100を越えてお







































教授 牟田達史、 助教 丸山貴司
自己評価アンケート回答



































教授 西谷和彦、 講師 横山隆亮
自己評価アンケート回答































（教員）教授杉本亜砂子、 助教 久 保 田 幸 彦
自己評価アンケート回答


































































































































































































（教員）教授加藤秀生、准教授 経塚啓一郎、 准教授美濃川 拓哉、
自己評価アンケート回答

























教授（兼） 占部城太郎、 助教 武田哲
自己評価アンケート回答


























教授 佐竹正延、 准教授千葉奈津子、 助教昆俊亮
自己評価アンケート回答

























教授 松居靖久、 助教 前田郁麻、 助教 望月研太郎
自己評価アンケート回答

































































助教 大 坪 嘉 行
自己評価アンケート回答


























































教授 東谷篤志、 准教授佐藤雅志、 准 教授日出問純、
助教 寺西美佳、 助教 高浪タカ子
自己評価アンケート回答



































































































































4. 6年間の分野の研究成果として、 Naturel編、 PNAS3編、 CurrentBiology l編、







（教員）教授中静透、 准教授酒井聡樹、 助教 太 田 宏
助教黒川紘子
自己評価アンケート回答
自己評価項目 良好 概ね良 普通 やや劣 劣る
女子 る
大学院教 進路状況 。


























































































教授 鈴木三男、 助教 米倉浩司、
助教 大 山 幹 成
自己評価アンケート回答





























































































































































































































































を Quacquare-lliSymondsに見ると、 2012年の場合、 174位であり、東京大学（9
位）、京都大学（22位）の後塵を拝し低迷している。こうしたランキングはいくつか
の項目ごとに行われる。たとえば ThomsonReutersの場合、 teaching,research, 
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